「世上で 評判の 『ままごと 女』 のよう で」 

こう 合槌を 打つ ものが あった。 旅 姿 をした 僧侶で 

あった。 

きちが い 

「つまり 狂人な のでありましょう な」 

これ も 単なる 問わず語り のように、 こう 眩いた 人物 

おいず る 

があった。 笈摺を 背負った 六部であった。 と、 その 側 

に \ ィん でいた、 博徒の ような 男が 云った。 「迫害され 

て 成った 狂人な のでし ようよ」 

「『ね、 もう 一 度 ままごとをし ようよ』 こう 云つ て巿中 

を 狂い 廻る なんて、 おお 厭 だ、 恥ずかしい ことね」 

すぐにこう 云う 者が あった。 振り袖 を 着た 町 娘で、 



「ね、 もう 一 度 ままごとをし ようよ」 

そう 喚く 声が ここまで 聞こえた。 が、 間もなく 姿が 

消えた。 裏門の 方へ でも 〔# 「でも」 は 底本で は 「て も 匕 

行った のであろう。 

パラパラと 不意に 降って 来て、 しばらく 経つ とスッ 

ひさめ 

と 上がる。 これが 冷雨の 常で ある。 冷雨が 上がった。 

「へ い 皆様、 ご免く だすって」 

易者が 最初に こう 声をかけて、 軒下から 往来へ 出た。 

「それじゃ 私 も」 

「では 拙者 も」 

などと 云いながら 五 人の 者 は、 つづいて 軒下から 往 



来へ 出た。 そういう 様子 を 少し 離れた、 これ も 軒下に 

佇んで、 雨宿り をして いた 三十 五、 六 歳の 武士が、 狙 

うように して 見守つ ていたが、 

「また あい つら 何 か を やり 出すな」 

言葉に 出して 眩いた。 それから 首 を 傾げる ようにし 

たが、 

「どうも それにして もお 篠 という 女が、 あのお 方の 

そばめ 

側室に あがって 以来、 あのお 方の やり方が 変に なられ 

きちが い 

た。 …… どっちみ ちお 篠に 似た 女の 狂人が、 こう 輩出 

したので はやり 切れない」 

(よし、 一 つ 調べ て やろう) 



「へい」 と 嘉助は 小鬢 を搔 いた。 

「諸方 様から) J 注文 でございますので」 

「どんな 方々 から 注文が あるか、 ひとつ それ を 聞かし 

て くれ」 

「かしこまりまして ございます」 

それから 主人 は 名 を 上げた。 松 本 伊豆守から 五 個、 

まさすけ 

赤 井越 前 守から 三 個、 松 平 正 允から 二 個、 伊井 中将 か 

ら 一 個、 浜 田 侍従から 一 個。 …… 等々 であった。 

「なるほど」 

と 貝 十郎は 苦笑い をした が、 

「いずれも 立派な 方々 からだな。 …… ところで 松 本 伊 



豆 守 様から が、 一番 注文が 多い よう だが、 この頃に ご 

注文が あつたかな？」 

「へい、 一月の 十五 日までに、 是非とも 一 つ 納める よ 

うにと、 ご用 人の 三 浦 作 右衛門 様から。 …… 」 

「 一 月の 十五 日、 ふうん そうか」 

尚 二つ 三つ 訊ねてから、 貝 十郎は 山大を 出た。 

二 

(どうに も 今 は 変な 時世 だ。 物 を 贈る にも 流行が ある。 

以前に は 岩石 菖が 流行 つたつ け) 



以前に 田 沼 主 殿 頭が、 病床に 伏した ことがあった。 

病気 見舞いの ある 大名が、 主 殿 頭の 家臣に 訊ねた。 

「この頃 は 田 沼 主 殿 頭 殿に は、 何 を ご 愛玩で ございま 

すかな？」 と。 

「岩石 菖をご 愛玩で ございます」 

すると それから 二、 三日が 間に、 岩石 菖の 贈物が、 

大きい 座敷 二つ を 埋めて、 田 沼 家へ 到来した そうで あ 

る。 

(ところが 今では 『ままごと』 だ。 …… われもわれも 

と 『ままごと』 を 贈る) 

貝 十郎は 歩きながら、 苦笑せ ざる を 得な か つ た。 



(これ も 仕方がない のだろう、 贈賄と いう 風習 はな。 

…… 長 崎 奉行が 二 千両、 御 目附が 一 千両と、 相場 さえ 

立って いるの だからな。 …… 贈った 方が 得なん だから 

な。 …… 贈賄 をす る。 役に ありつく。 今度 は 自分が 収 

賄 をす る。 贈賄の 額よりも 十倍 も 百倍 も、 多額の もの 

を 収賄す る。 …… 贈った 方が 得なん だからな。 …… そ 

れ にさ 世間の そうした 風習に、 一人 逆らって 超然と し 

ている と、 旧弊と いうので 仲間つ 外れに される。 その 

あげくに 迫害され る。 それば かり かその あげくに は、 

あいつば かりが こんな 時世に、 廉潔 を 保って いるなん 

て、 途方もない 売名 家 だ。 逆行して 名 を 売ろうと して 



いるの だ。 あいつ こそ 本当 は 悪党 だと 悪党から 悪党 視 

される ことになる。 …… だから さ 時には 岩石 菖 だの 

『ままごと』 をお 贈りした 方が よろしい。 …… もっと 

も 俺に は 出来ない がな。 …… 出来ない 俺に は 別の 処世 

ふみ さら 

法が ある、 踏晦 して 遊蕩に 耽ける こと さ。 …… どれ 水 

茶屋へ でも 出かけて 行こう) 

こうして 貝 十 郎は浅 草まで 来た。 

江戸 一番の 盛り場で、 四季に 人出が 多かった。 「あ 

づま」 という 水茶屋が あって、 そこの 前まで 歩いて 来 

のれん 

た 時、 五十 年輩の 侍が、 暖簾 を 刎ねて 出る のが 見られ 

た。 顔に あばたが あって 下品で あつたが、 衣裳 や 腰の 



物 は 高価の 物ず くめで、 裕福の 身分 を 思わせた。 

(おや あれ は 三 浦 作 右衛門 だ) 

貝 十郎は ニヤ リ とした。 

(松 本殿の 用人の、 ああい う 人まで が 水茶屋 女に、 興 

味 を 持つ ようになった のかな。 …… ああで もない と 四 

畳 半！ その 四畳半 趣味に 飽きる と、 こうで もない と 

水茶屋の 牀几へ、 腰を下ろす ような ことになる) 

こんな こと を 思いながら、 貝 十郎は 見送った。 と、 

その 時、 「あづま」 の 門へ、 姿 を 現わした 女が あった。 

へへ リ頤、 二重 瞼、 富士額、 豊かな 頰、 肉 厚の 高い 鼻。 

…… そういう 顔 をした 女であって、 肉感的の 存在で 



あつたが、 心 は それと 反対な のであろう。 全体 はか 

え つ て 精神的であった。 

(ここの 娘のお 品 だな、 相い も 変らず 美しい もの だ) 

貝十郎 はそう 思 つ たが、 

(待てよ！ ふうん、 お 品の 顔！) 

で、 何やら 考え込んだ。 そういう 貝 十郎が 見て いる 

とも 知らず、 お 品 は 何ん となく 愁 わしそう な 様子で、 

いきいき 

暮れて 行く 空 を 仰いで いたが、 にわかに 活々 と 眼 を 躍 

ら せた。 

向こうから 一人の 若侍が、 お 品に 向かって 笑い かけ 

ながら、 足 を 早めて 来たから であった。 貝 十郎は 若侍 



を 見た。 それからお 品の 顔 を 見た。 

(そうか) 

と 思い あたった ような 様子であった。 

(新 八郎 氏が お 品に 通う！ これ はあり そうな こと だ 

わい) 

その 若侍と お 品と が、 もつれる ような 姿 をして、 暖 

簾の 奥へ 引っ込ん だの を 見す てて、 貝 十郎は 歩き 出し 

た。 

思案に 耽って いる 様子であった。 冷雨の 降った 後で 

ある。 盛り場 も 今日は 比較的に 寂しく、 それに 夕暮れ 

になって いたので、 家々 では 店 を 片付け 出して いた。 



「館 林 様？ ふうん、 そうか」 

いちょう ォチフ ルイ 

公孫 樹の 蔭に 佇んで いた、 十二 神 貝 十郎は 眩き なが 

ら、 右手の 方へ 眼 を やった。 

いかさま 深い 編 笠 を 冠り、 黒の 衣裳に 無紋の 羽織、 

紫の 紐で 柄 を 巻いた きゃしゃな 大小 を穏 かに 差し、 袴 

なしの 着流しで、 塗り下駄 を 穿いた 二十 八、 九 歳の、 

貴人の ように 威厳の ある 武士が 三十 五、 六の 大兵の 武 

士を、 後に 従えて 人の 群から 離れ、 町の 方へ 静かに 歩 

きつつ あった。 

(こういう 俗悪の 世になる と、 ああい う 神聖な 人物 も 

出る。 反動的と でも 云う のだろう) 



貝十郎 はこう 思いながら、 雀色に なった 夕暮れの 中 

に、 消え 込んで 行く その 人の 姿 を、 尊い ものの ように 

見送った が、 やがて 藤 兵衛へ 近寄って 云った。 

「これ、 薬 を 一 袋 くれ」 

買った 薬 を 懐中し、 貝 十郎は 歩き 出した。 

(ぉ篠 という 女が 側室に 上がった。 …… ぉ篠 という 女 

きちが い 

に 似た 女が、 盛んに 変な 狂人になる。 …… 『ままごと』 

しき 

という 変わ つ た 道具。 …… 松 本 伊豆守が 頻りに 使う、 

…… お 品と いう 娘が ぉ篠 に似てい る。 …… 松 本 伊豆守 

の 用人が お 品の 店へ 出入り をす る。 …… 一月 十五 日に 

『ままごと』 が、 伊豆守の 邸へ 届けられる。 …… 新八郎 



氏が お 品の 情人。 ：•：• 藤 兵衛の 売って いた この 薬？ 

…… 玄伯老 にで も 訊ねて みょう) 

蘭 医 杉田玄 伯の 家へ、 貝 十郎が はいって 行った の は、 

初夜 を 過ごした 頃であった。 

二 

こういう ことがあ つてから、 幾日 か 経った ある 日の 

こと、 お 品の 家で、 お 品と 新八郎 とが、 しめ やかな 声 

で 話して いた。 

「お 品、 私 はお 前 をい としく 思うよ。 お前 一人 だけ を。 



…… お前 も 私 をい としく 思って くれる だろう ね。 裏切 

リ はしまい ね。 この 私 を。 …… 私 は 女に 裏切られた 男 

だ」 

新八郎 はこうい うように 云って、 自分の 前へ つつま 

しく 坐リ、 うなだれて いるお 品の 額へ、 そのき やしゃ 

な 手 を やった。 ほ つれている 髪 を 上げて やった ので あ 

うなず 

る。 お 品 は 頷く ばかりであった。 

(妾 もほんと にこのお 方が 好きだ。 何の 妾が 裏切ろ 

う。 妾 は 決して 裏切り はしない。 でも、 ある 強い 外界 

からの 力が、 妾 を 裏切らせようと している) 

お 品に はこれ が 苦しかった。 どう 云って 返辞 をして 



娘 ごの 罪で は ございません。 さりと て、 松 本 伊豆守 様 

の 罪ば かりと も 申されません。 元兇 は 他に あります。 

…… XXX 町 を 通り、 △△ 町 を 過ぎ、 □□ 町 を 行き 抜 

け、 〇〇 町まで 行き、 そこで 認めた 異形の 人数 を どこ 

まで もっけて いら つし や いまし。 自ず とわ かるで ござ 

いましょう」 

それ は 女の 声であった。 

(おや？) 

と 新 八郎は 驚きながら、 声の 来た 方へ 眼 を やった。 

お高祖頭巾 を 冠って いる。 上 身長が あって 肥えて いる。 

そう 云う 女が 土塀に 添って、 一 人で 立って いる 姿が 見 



(何ん と 云う 眼 だ！ 何ん と 云う 声 だ！) 

新八郎 はそう 思った。 

お高祖頭巾の 奥の 方から、 彼 を 見詰めて いる 彼女の 

眼が、 男の ような 眼 だからであった。 声に も 著しい 特 

色が あった。 男の 声の ように 強かった。 

(お 品の こと を 知っている。 ぉ篠 のこと を 知っている _ 

この 女 はい つたい 何者な のであろう？) 

(こんな 所に こんな 晚に、 女 一人で 供 も 連れず、 何ん 

と 思って 立って いるの か？) 

(俺に 云い かけた この 女の 言葉！ 親切な の か 不親切 

なのか) 



ゥェ— ルガ ラス テル モメ — トル ドンド ルガ ラス ドン クルカ — i ； 5 ル 

た。 天気 験 器、 寒暖 験 器、 震 雷 験 器、 暗室 写真 鏡、 等々 

—— そんな ものが 陳列され た。 杉 田玄伯 だの 桂 川甫周 

だの、 中 川淳庵 だのが よく 見に 行った。 で、 新 八郎も 

つの 

見に 行った。 そうして 誰に も 負けず 好奇心 を 募らせた。 

ョ— ロッパ 

欧羅巴に おける 拷問 器具 —— 姦通 をした 女に 冠せ た 

という、 「驢馬 仮面」 と 十字軍の 戦士 連が 出征に 際して、 

その 妻妾の 貞操 を 保護す るた めに、 その 妻妾 連の 局部 

へまと わせた という 鉄製の 「貞操 帯」 を 見た 時 変な 気 

がした。 狂人の ような 好奇心に 獵り 立てられ たので あ 

る。 

「こういう 種類の 品物、 まだまだありましょう な？」 



と大通 辞の 吉雄 幸左衛 門へ 訊いた。 

「さよう、 沢山あります。 そうして 江戸へ も 持って来 

ました。 がそれ は ご 懇望に よりある 方面の 貴顕へ 献じ 

ました」 

こう 幸 左 衛門は 答えた。 

(是非 見たい もの だ) 

新八郎 はこう 思った が、 誰に 献 じたの か 解ら なかつ 

たので、 その 人 を 尋ねて 見る こと は 出来なかった。 し 

かし 彼 は 訊いて 見た。 

「どなたへ ご 献上なさい ましたので？」 

キャピタン 

「甲 必丹カ ランス 殿に お 訊きな さ れ 」 



こう 云って 幸 左 衛門は 笑って 取り合わなかった。 甲 

必 丹に は 容易に 逢う y J と が 出来ず、 出来ても 言葉が 解 

のぞみ 

らず 話す ことが 出来なかった ので、 新 八郎の 希望 はと 

げられ そう もなかった。 

(惨 忍 では あるが 何ん と 誘惑 的 の 器具な の だろ う？ 

是非 見たい もの だ) 

新八郎 はそう 思った。 

今 も そのこと を 思いながら 歩いて いるので ある。 そ 

れ にしても 何故 彼 はそう した 器具に 興味 を 持った ので 

あろう？ 彼の 愛人で あつたお 篠 という 女が 彼 を 裏 

切って、 ある 幕府の 権臣の 妾に なった ことが 原因で 



あった。 

(是非 あの 女に 逢って 見たい、 逢って ああい う 器具 を 

使用 させて 見たい) 

のぞみ 

これが 希望な のであった。 その 女 は 町医者 千 賀道有 

むつ 

の 娘で、 随分 美しい 女であった。 二 年の 間睦み 合い、 

相当の 武士の 養女と して、 そこから 嫁と して 新 八郎の 

もとへ 来る ことに 話が きま つ て さえいた。 

ところが 不意に 女 はい なくなった。 

で、 新 八 郎は道 有 を 責めて、 女 を どこへ やった かと 
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「あるお 方の 側室に 差し上げました。 しかし、 その 方 



(この 女 は 何者な のであろう 9 どうして 俺の 身 

の 上 や、 お 品 やお 篠の 身の上に ついて、 見通しの よう 

な こと を 云う のであろう？) 

疑惑 を 持たざる を 得な か つ た。 

(もう 少し 突っ込んで 訊いて 見よう) 

こう 新 八郎は 思い付いて、 その 女の 方へ 近寄ろうと 

した。 

と、 その 女 は 歩き 出した。 

「ご 婦人」 

と 新 八郎は 声をかけた。 しかし その 時にはもう その 

女 は、 そこの 横手に 延びて いる 小 広い 横丁へ はいって 



いた。 

「しばらく」 

と 新 八郎も 横丁へ はいった。 が、 すぐに 「おや」 と 

云った。 女が 四 人の 男 達に、 前後 を 守られて いたから 

である。 

(そうか) 

と 新八郎 はすぐ に 思った。 

ま え 

(女 は 一 人ではなかった の だ。 以前から 男 達が あそこ 

にいて、 あの 女 を 警護して いたの だ) 

(いよいよ 不思議な 女で は ある) 



女の 一 団は 歩き 出した。 

(さて これから どうした もの だ？) 

このまま 自分の 家へ 帰る か、 それとも 女の 言葉に 従 

い、 X X X 町な ど を 通り過ぎて、 〇〇 町まで 歩いて 行つ 

て、 そこで 逢う ことにな つてい る、 異形の 人数に 逢つ 

てみ ようか？ —— 新八郎 はちよ つと 迷った。 

すま い 

(いやいや それより あの 女の 素姓と、 住居と を 突き 止 

める 〔# 「突き止める」 は 底本で は 「突め 止める 匕 ことに 

しょう) 



新 八郎の 好奇心 は、 女の 方へ 向かって 行った。 で、 

先へ 行く 女の 一団 を、 新八郎 はっけて 行った。 

(おや) 

としば らく 歩いた 時に、 新 八郎は 眩いた。 XXX 町 

へ 出て いたから であり、 そうして 女の 一団が、 〇〇 町 

の 方へ 行く からであった。 

(女が 俺 を 案内して 〇〇 町まで 行く のか もしれ ない) 

新 八郎の 好奇心 は、 このために かえって 倍加され た。 

で、 後 をつ けて 行った。 

こうして とうとう 〇〇 町まで 来た。 すると そこで 新 

八郎 は、 次々 に 変わった 出来事と、 そうして 変わった 



人物と に 逢った。 

いら か 

行く手に 宏壮な 屋敷が あって、 甍を 月光に 光らせ 

ていたが、 その 屋敷の 門の 前まで 行く と、 例の 女の 一 

団が、 にわかに 揃って 足 を 止め、 内の 様子 を 窺うよう 

にした。 が、 急に 引つ 返し、 その 屋敷の 横手に 出来て 

いる、 露路の 中へ はいって しまった。 

(い つたい どうした というの だろう) 

新 八郎は 不思議に 思って、 その 屋敷の 方へ 小 走ろう 

とした。 しかし 彼 は 足 を 止めて、 あべこべに 物の 蔭へ 

隠れた。 

その 屋敷の 門が 開いて、 異様の 行列が 出た からで あ 



かった。 で これ も 後 をつ けた。 例の 屋敷の 前まで 行つ 

た 時、 それが 松 本 伊豆守の 別邸で ある ことに 感付いた。 

「ふうん」 

てきがいしん 

と 何が なしに 新 八郎は 呻いた。 不安と 憎悪と 敵愾心 

とが、 ひとつに なった もの を 感じた からで ある。 

(駕籠の 中に 伊豆守 はいるの かな？ 箱の 中には 何が 

あるの か？ そうして あの 箪笥の 中には？) 

(こんな 深夜に どこへ 行く のか？) 

疑惑が 疑惑 を 次々 に 生んだ。 と、 その 時 新八郎 は、 

背後から 含み声で 声をかけられた。 

「小 糸 氏、 お遊びの お帰り かな」 



『世の中 は、 諸事 ごもっとも ありがたい、 ご 前、 ご 機 

嫌、 さて 恐れ入る』 

『世の中 は、 ご 無事、 ご 堅固、 致し 候、 つくばいよう 

に 拙者 その 元』 

『世に あおう、 武芸 学 門、 ご番 衆、 ただ 奉公に 律義な 

る 人』 …… アツ ハツ ハツ、 変な ご 時世で。 …… いや 拙 

者な ど は その 一 人で、 世に あわぬ 者の その 一 人で、 そ 

こで 拙者 も 歌 を 作つ て ござる。 

『世に あわぬ、 与力 同心 門の 犬、 権門 衆の 賄賂 番人』 

…… と は 云え これ も 考えよう で、 面白い と 見れば 面白 

う 一 J ざる。 



『滄浪 の 水 清まば もって 吾が 纓を 濯うべく、 滄浪の 水 

濁らば もって 吾が 足 を 濯うべし』 …… 融通無碍 になり 

さえ すれば、 物事 かえって 面白う ござる」 

(それ 始まった ぞ、 始まった ぞ) 

新 八郎は 苦笑と 共に、 こう 思わざる を 得な か つ た。 

(お 喋 舌り 貝 十郎が 始ま つ たぞ) 

才チフ ルイ 

後世まで も 十二 神 貝十郎 は、 宝 暦から 明 和 安永へ か 

けての 名 与力と して 謳われて、 曲 淵 甲斐 守 や 依田 和 泉 

守 や 牧野 大隅 守と いうよう な、 高名の 幾人 かの 町奉行 

から 「部下」 として 力に された ばかりでなく 「賓客」 

ないし は 「友人」 として 尊敬され た ほどであった。 そ 



に 噂され た。 

A そもそも わつ ちが 在所 は、 遠 州 相 良の 城に て、 七 

ッ 星から、 軽薄ば かりで、 御 側へ つん 出て、 御用 をき 

くやら、 老中に 成る やら、 それから 聞きね え、 大名 役 

人 役人 役替え させ やす。 なんの かのとて、 いろいろ 名 

をつ け、 むしょうに 家中の 者まで、 分限に なりやす。 

あんまり わつ ち も 嬉し まぎれに、 とてもの ついでに、 

大老なん ぞと、 これから そろそろ むほんと 出かけて、 

出入りの 按摩 を 取り立て、 お 医者と こしらえ、 玉 川上 

水、 印旛の 新田、 吉 野の 金 掘り、 む 性に 上納、 御 益の 

おための、 なんの かのとて、 さまざま 名 をつ け、 おごつ 



かりで なく、 かなり 身上 を 迫害され た。 そこで 彼 は 江 

戸 を 去り、 京都 西 山に 閑居した が、 所 司 代から 圧迫 さ 

れ たので、 名 古屋へ 移って 住む ことにな つたが、 武士 

であって は 都合が 悪い と 云う ので、 とうとう 大小 をす 

てて しまい、 大須 観音の 盛り場の —— 今日い うと ころ 

の 門前町へ、 袋物の 店 を 出し、 商人と して 世 を 終った。 

(その 屋号 を 『かみ 屋』 と 云い、 今日 も 子孫が 残って 

いて、 同じ 門前町に 営業して いる) 

彼が 与力であった 頃の、 風俗と いうの が 粋で 渋く、 

次の ような もの だ つたと いう ことで ある。 

額 は 三分 ほど 抜き 上げ、 刷毛先 細い 本 多鬅、 羽織 は 



長く、 紐 は 黒竹 打ち、 小袖 は 無垢で 袖口 は 細い、 ゆき 

も 長く 紋は細 輪、 そうして 襦拌は 五分 長の こと、 下着 

は 白糸 まじりの 黒八丈、 中 着 は 新形の 小紋 類、 そうし 

て 下駄 は 黒塗りの 足駄、 大小 は 極上の 鮫 鞘で、 柄に 少 

し 穢れめ をつ ける、 はな 紙 は利久 であった。 こういう 

風俗で 十八 大通 や、 蜀 山人な どと 連れ立って、 吉 原な 

どへ 行った ものら しい。 

I 饒舌 にして わずらわし」 —— 彼に ついて こう 云わ 

れ ている。 

「油 坊主」 「蟬 時雨」 —— などと いうよう な 綽名 さえ、 

彼に はあった という ことで あるが、 しかし 彼の 饒舌 は、 



もちろん 天性に も あ つ たろう けれども 職掌から も 来て 

いるら しかった。 と 云う の は ノべッ に 能弁に、 不得要 

領 のこと や 洒落 や 皮肉 や、 警句な ど を 連発して いる 間 

に、 容疑者の 態度 や 顔色 や、 心理の 変化 を 観察した か 

らで、 この 饒舌が 著しく、 職業に 役立った という こと 

である。 

貝十郎 がそのお 喋 舌り を、 新 八郎に 向かって やり 出 

したので ある。 

(それ 始まった ぞ 始まった ぞ) と、 新 八郎が 苦笑した 

の は、 当然な ことと 云わざる を 得まい。 

「とはいえ 今日は 一月の 十五 日、 貴殿が ここへ おいで 



ところが 十二 神 貝十郎 であるが、 その 頃 その 場へ 龃 

けつけ ていたが、 そう 声をかけた 侍の 姿 を 見る と、 一 

緒に 走って いた 二人の 同心へ、 

「よし！ 止めろ！ 手 を 出すな！」 

と 叫び、 これ も 例の 横町の 中へ、 同心と 一緒に 走り 

込んだ。 

がし かし 新 八 郎が貝 十郎の 後から、 貝 十 郎の後 をつ 

けて 行ったなら、 

「や あこれ はどうし たの だ P 献上 箱と 『ままごと』 

と を、 向こうへ も 担いで 行く 者が ある！ ご両 所、 あ 

れを …… 」 



( 一 言 二言 鋭い 口調で、 叱る ように 何 か 云った かと 思 

うと、 争闘 をして いた 二 組の 者 や、 有名な 十二 神 氏と 

いうよう な 人まで、 その 言葉に 驚いて 逃げて しまった。 

よほど 偉大なる 人物で なければ ならない) 

いったい どういう 人物な のであろう？ この 疑問が 

新八郎 をして、 その 人の 後 をつ けさせる ことにした。 

「殿」 とその 時 家来ら しい 侍が、 館 林 様へ そういうよ 

うに 云った。 「お止めに ならなかった 方が よろし ゆう 

ございま したのに」 

「いや」 と 館 林 様 はすぐ に 云った。 「もうあれ は あれ 

でよ かった の だ」 



「それ はさよう で ございましよう とも。 殿のお 父上 右 

近 将監様 は、 御 老中に おわす こと 三十 八 年、 その 間に 

) J 加増 を お 受け 遊ば した こと、 わずか 六 千 石で 、》 J ざ い 

ました。 いかに ご忠 正で ご 謙 謹で、 お 身 をお 守り 遊ば 

す ことが、 お 固す ぎる ほどお 固う ございました ことか」 

う え さ ま 

「将軍家が 田 沼 を ご 寵愛の あま リ、 度々 ご 加増 遊ば さ 

れ たが、 ある 時の ご 加増に 田 沼 は 憚リ、 私のお 父上に 

意見 を 訊いた そうだ。 するとお 父上 は 云われた そうだ _ 

『そなたの 秩は まだ 五 万 石 以下 だ。 五 万 石まで はよ ろ 

しかろう。 と 云う の は徳廟 『吉 宗』 公 様が、 秩五 万に 

充 たざる 者 は、 積 労に よって 増すべき であると、 こう 



「そう、 行列の 後 をつ けて。 そうして その上で あの 行 

列が、 あそこの 門 を 何も 知らずに、 得意気に くぐって 

はいるの を 見て、 大声で 笑って やりたい の だ」 

「殿ら しい ご 趣味で ございます」 

「趣味と いえば どうに も 六 人 男の 連中、 あくど 過ぎて 

少しく 困る」 

「根が 不頼漢 でございますから」 

ニ^い 換える と 好人物 だから さ」 

「無頼漢が 好人物で？」 

「こんな 時世に 命 を 惜しまず、 感激 を もって 事 を 行 

う！ 気の毒な ほどの 好人物 だよ。 …… 仕事 を 成功 さ 



せてから も、 伊豆守 を 討って 取ろうと して、 横町から 

本通りへ 引つ 返して 来て、 再度の 切り込み をした こと 

など は、 好人物の 手本 だよ」 

「仕事と 仰せられ、 成功と 仰せられる、 どのような 仕 

事な ので ございます か？」 

「家へ 帰って から 話して あげよう」 

(ふうん、 あのお 方が 『館 林 様』 なのか？ 館 林 様の 

ご 本体 は、 では 甲斐の 国 館 林の 領主、 松 平 右近 将監武 

元 卿 —— 従 四 位下 ノ 侍従 六 万千 石の 主、 遠い 将軍家の 

ご 連枝の 一人、 三十 八 年間 も 執政 をな された、 その 右 

近 将監武 元 卿の 公達、 妾腹の ご 次男で おわす ところ か 



ら、 本家へ はいらず 無位 無官 を もって 任じ、 遊侠の 徒 

と 交わられ、 本家で は 鼻 つまみだと 云われて いる。 松 

平 冬次郎 様で あられた のか) 

後から つけながら 二人の 話 を、 洩れ 聞いた 小 糸 新 八 

郎は、 そう 知って 驚かざる を 得なかった。 

(そういう 人物で おわすなら、 たった 一言二言で、 あ 

れ だけの 争闘 をお 止めな された 害 だ) 

松 平 冬 次郎の 事蹟に ついては、 今日 相当に 知られて 

いる。 すなわち 天明 八 年の 頃、 上州武 州の 百姓が、 三 

き ゆ う 一 J う 

千 人 あまり 集まって、 五十 三 力 村 を 鳩合して、 絹糸 改 

役所と いう、 運上 取り立ての 悪 施政 所の、 撤廃 一揆 を 



となって、 人の 姿 は 見られなかった。 しかし その 時 そ 

の 門の 前で、 大きく 笑う 笑声が した。 

見れば 館 林 様と その 家来と が、 門の 前に 立って いた。 

が、 やがて 引つ 返して 来た。 そうして 木蔭に 身 を 隠し 

ていた、 新 八 郎の横 手を抜け て、 元来た 方へ 帰って 行つ 

た。 

(稲荷 堀の 田 沼 侯の 屋敷の 前で、 館 林 様に は 大笑な さ 

れた。 あのお 方の 目的 はと げられ たという 訳さ。 …… 

何故 笑った か 知らないが、 笑った だけで も 痛快 だ) 

新八郎 はこう 思いながら、 木蔭から 姿 を 現わした。 

(ところで 俺 はこれ からどう した もの だ？) 



家へ 帰る より 仕方がなかった。 

(いろいろと 変わった 人間に 逢い、 いろいろ 変わった 

事件に 逢った。 無駄な 一夜だった と は 云われない) 

彼 は 満足した 心持ちで、 元来た 方へ 引つ 返そうと し 

た。 しかし その 時 木立の 蔭から、 こう 云う 声が 聞こえ 

て 来たので、 引つ 返す こと は 出来なかった。 

「中へ はいって ごらんな され。 さよう、 田 沼 侯のお 屋 

敷の 中へ！ せめてお 屋敷の 庭へ なりと。 …… 貴殿が 

おはいりに なられる ようなら、 拙者 ご 案内 をいた すで 

ござろう」 

ォチフ ルイ 

十一 一 神 貝 十郎の 声であった。 



…：- J 

「それで は 今の 献上 箱の 中に。 …… 」 

「お 品 殿が はいつ て おられよう も 知れぬ」 

「行こう！」 

「行かれる か？」 

「屋敷の 中へ はいろう！」 

「ご 案内し ましょう。 おいでな され」 

老中 田 沼 侯の 下屋敷の 庭へ、 外から 忍んで 入る とい 

うような こと は、 考えに も 及ばない 不可能 事の ように 

今日で は 想像され る けれど、 あながちそう でもない の 

であって、 鼠 小僧と いうよう な賊 は、 田 沼 以上の 大大 



二人の 眼の 先に ある もの は、 やはり そういう もので 

あった。 

「ともかくも 向こう へ 行つ て 見ましょう」 

貝 十郎は 前に 立って、 植え込み をく ぐって 先へ 進ん 

だ。 築山の 裾 を 右へ 廻り、 泉水に かけて ある 石橋 を 渡 

り、 綿の ように 白く 咲いて 見える 満開の 梅の 林の 横 を、 

右手の 方へ 潜行した。 と、 正面に 廻廊 を もって 繋いだ、 

おもや 

主屋と 独立した 建物が あ つ た。 

「 ァ J の 建物が 大変な 物な の で 」 貝 十郎は 指さしながら、 

なかば 憎さげ にな かば 嘲笑うよ うに、 

サ、 k う 

「云って 見れば 閨房な ので。 同時に 拷問 室で も あれば、 



ギヤマン 室まで あります ので。 田 沼 侯お 気に入りの 平 

賀源内 氏が、 奇才 を 働かせて 作った 室の 由で。 四方の 

壁から 天井から、 ギヤマンの 鏡で 出来て いるそう で。 

…… いったい 田 沼と いう 仁 は、 変態的の 人間で してな、 

秘密と 公然と を 一 緖 にした もの を、 万事に 好まれる と 

いう ことで ござる。 秘密で あるべ き 賄賂と いうよう な 

もの を、 ソレ 公然とお 取りになる。 公然で あるべき 政 

治と いうよう な もの を、 わけても 人事行政 など を、 私 

じょ-つぎ 

的 情誼 的に おやりになる。 …… 色情の 方 も それと 同じ 

に、 秘密に すべ きを 公然と するとい うこと で ござる。 

…… ええと、 ところで 今夜の 犠牲者の 中には、 貴殿の 



恋人のお 品 殿が。 …… 」 

にわかに 貝 十郎は 黙って しまった。 殺気と 云おう か、 

剣 気と 云おう か、 そう 云った もの を 感じた からで ある。 

彼 は 新 八 郎の顔 を 見た。 先刻から 無言で 終始して いた 

新 八 郎は今 も 無言で、 貝 十郎の 左側に 立って いたが、 

木 洩れの 月光に 胸と 顔と を、 薄い 紙の ように 白め かし 

ていた。 顔の 表情の 狂気 じみて いる こと は！ 二倍に 

見開かれた 大きな 眼 は、 その 建物 を 見据えて いる。 小 

わき しわ 

鼻から 口の 側へ かけて、 引かれて いる 皺 は 紐の ように 

太い！ 歯を食いしばつ ている 証拠で ある。 

(これ はいけ ない、 喋 舌り すぎた よう だ。 どうも 挑発 



しすぎた よう だ。 何 を やり 出す かわからない ぞ！) 

貝十郎 はし ま つたと 思った。 

「新 八郎 氏、 向こうへ 行きましょう」 

なだめる ように 声をかけた。 新 八郎は 動かなかった。 

つばぎ わ ふる 

鰐 際 を 握った 左の 手が、 ガ タガタ 顫えて いるら しい。 

刀の 鐺が 上下して 見える。 

「新 八郎 氏、 向こうへ 向こうへ」 

再度 貝 十郎が 声をかけた 時、 飛び石 づたいに 歩きな 

がら、 話して 来る らしい 二人の 侍の、 話し声が こっち 

へ 近寄って 来た。 主屋と 離れて 別棟が あり、 諸 侍 達の 

詰め所ら しかった が、 そこから 小姓ら しい 二人の 侍の、 



う 石の 台の 上へ、 山家の 秋 景色 を 作った もので、 去年 

の 中秋 観月の 夜に、 私の 所へまで 届けられ たが、 山家 

の 屋根 は 小判で 葺 いて あり、 窓 や 戸 ぼ そや、 板壁な ど 

は、 金銀 幣を もって 装お つて あり、 庭 上の 小石 は 豆 銀 

であり、 青 茅 数 株 を あしらった 裾に、 伏させて あった 

ほうぼう は、 活 きた s らした 本物で ござった よ」 

「その 際 私 もさ さやかな 物 を、 お 眼に かけました 害に 

ございます」 

「覚えて おる、 覚えて おる」 主 殿 頭 は 笑いながら、 い 

おおきす 

そがし そうに 頷いた。 「小さな 青竹の 籃の 中へ、 大鱔 

七ッか 八ッを 入れ、 少し 野菜 を あしらって、 それに 青 



ひぢリ めん 

掛け を まとった その 下から、 緋 縮緬に 白梅の 剌繡 をし 

た 裏 紅 絹の 上着 を 着せ 〔# 「着せ」 は 底本で は 「記せ 匕、 

浅黄 縮緬に 雨 竜の 剌繡の 幅広 高 結びの 帯 を 見せた、 眼 

ざめ るば かりに 妖艷 な、 二十歳ば かりの 女であって、 

主 殿 頭の 無二の 寵妾、 それ はお 篠の 方であった。 唇が 

蜂蜜で も 塗った ように、 ねばっこく 艷々 と 濡れ 光って 

いんとう 

いる。 紅で 染めた 紅い 唇であって、 淫蕩の 異常 さ を 示 

していた。 

「さあ 参ろう では ございませ ぬか、 妾と 同じ 顔 をした、 

お 品 様が お待ち かねで ございます」 

お 篠の方 はこう 云った が、 その 声に は 惨 忍な 響きが 



「さよう さようお 前 様 だ」 

ひきだし 

「抽斗 を 引く、 皿 小鉢が 出る。 戸棚 を あける、 ご馳走 

が 出る。 抽斗 を 引く、 盃が 出る。 戸棚 を あける、 酒が 

出る。 …… 蒔絵 を 施した 美しい、 お 勝手 箪笥の あの 『ま 

まごと』！ 酒盛り を ひら くにすぐ 間に合う、 あの 『ま 

わたし 

まごと』 を 妾 は 好きだ！ 『ままごと』 を ひら いてお 

酒盛り をす る！ それから 献上 箱の 蓋 を あける！ と、 

うぶ おぼこ 

人形の よそおい をした、 初心の 未通女の 女が 出る。 

引っ張り出して 酌 をさせる。 それから？ それから？ 

それから？ それから 9 もう 『ままごと』 も献 

上箱 も、 運ばれて いる 箬 でございます！ 早く 行こう 



では ございま せんか！ 行つ てま まごと をいた しま 

しょうよ！」 

うわ 言の ように 云いながら、 お 篠の方 は 先へ 進んだ。 

おも. 0- 

やがて 三人 は 主屋を 抜け、 ギヤマン 室 をつな いでいる、 

長い 廻廊へ 現われた。 やがて 三人 は 見え なくなった。 

ギヤマン 室へ はいった ので ある。 

十三 

「小 糸 氏 さあさあ 遠慮 はいらない、 ここで ゆっくりお 

品 殿と、 ままごとをして お遊びな され、 拙者お 相伴い 



運ばせる よう、 取り計らわせ たという 次第で ござる。 

…… それ は それと して 館 林 様の 仕立てた、 『ままごと』 

や 献上 箱に は どのような 物が、 入れられて あるので ご 

ざいましょう か。 ちょっと 見たい ように 思われ ますよ- 

実は そいつ を 見た いがため に、 拙者 わざわざ 貴殿の 後 

から、 田 沼 侯の 邸へ 行った ので ござる が、 貴殿が ほと 

んど死 を 決した 様で、 田 沼 侯の 邸へ 無鉄砲 至極に も、 

切り込み をな さろうと なさる ので、 ようやく ここまで 

お連れした 次第。 …… 敵の 兵糧で 味方が 肥える。 さあ 

さあ あいつら の 『ままごと』 の 中の、 ご馳走で 我々 飲 

食し ましょう。 ソレ ここに も ござる。 構う こ 



ぎよ い 

「御意で」 

と 男の 新 八郎は 云った。 

「こうい う 刑罰の 道具 類 や、 こうい う 節操 保持 の 機械 

は、 女から 男へ 進呈すべき もの さ。 …… 悪事 は 男が し 

ている の だからな あ」 

「浮世 は 逆さまで ございま すわね」 

「御意で」 

と 新 八郎は 早速 応じた。 

「浮世 は 逆さまで) ，- ざいます とも。 そこで 大変 息苦し 

い。 そこで 当分 貝十郎 式に、 韜晦して 恋に でも 耽る が 

よろしい」 



浅 草の 境内で、 薬 売りの 藤 兵 衛が喋 舌って いた。 

「さあお 立ち合い お聞きな され。 ここに 素晴らしい 薬 

キャピタン 才 ランダ 

が ある。 甲 必丹カ ランス 様が 和 蘭の 国から、 わざわざ 

持って来た 霊薬で、 一粒 飲めば 神気が 爽か！ 二 粒 飲 

めば 体力が 増す。 三 粒 四 粒と 毎日 飲めば、 女が 一 人で 

たくま 

は 足りなくなる。 つまり 精力が 逞しくな るの だ。 一 

月つ づけて 飲んで 見なされ、 妾 を 三人 も 囲いた くなる _ 



の 背後から 歩いて 来て いた。 

(薬 売りの 言葉 は噓 ではな か つ た) 

そう 思つ てお 島 は 安心した。 

わたし 

(では 一切 あの 男の 言葉 を、 妾 は 信用す る ことにし 

よう) 

彼女 は 溺れ かかって いるので あった。 藁 を さえ 摑ま 

なければ ならな いのであった。 藤 兵衛の 言葉 は 藁と 

云って よかった。 

どうして 自分の 身の上と、 どうして 自分の 心の 

苦痛と、 どうして 自分の 病気の ことと を、 あの 薬 売り 

は 知っている のであろう 9 これが 彼女に は不思 



建物が あって、 長い 廊下で つながれ ていた。 

「こっちへ」 と 貝十郎 はまた も 云つ て、 お 島の 先に 立つ 

て 進んで 行った。 

H 

その 建物の 内へ はいり、 座敷の 様子 を 眺めた 時、 お 

島 は 異人 館 へ 来たの かと 思 つ た。 

ようら く きりこ どうろう 

瓔珞を 垂らした 切 子 形の、 ギヤマン 細工の 釣り灯籠 

が、 一基 天井から 釣り下げられ ていたが、 それの 光に 

照らされながら、 いろいろの 器具、 さまざまの 織物、 



多種多様の 道具 類、 ないし は 珍ら しい 地図 や 模型、 ま 

たは 金文字 を 表紙 や 背革へ、 打ち出した ところの 沢山 

の 書籍、 かと 思う と 色の 着いた 石 や 金属、 かと 思う と 

気味の 悪い 人間の 骸骨、 そう 云った ものが 整然と、 座 

敷の 四方に 並べられて ぁリ、 壁に は 絵 入りの 額が かけ 

て あり、 柱に は 円錐形の 鳥籠が あって、 人工で 作った 

それの ような、 絢爛たる 鳥が 入れて あるから である。 

そうして それらの 一切の 物へ は、 いちいち 札が つけ 

ガラス ビロ I ド 

てあつた。 硝子 細工ら しい 長方形の 器具が、 天鵞絨の 

サックへ 入れて あつたが、 それへ 附 けられた 札の 面に 

は、 テル モメ ー トルと 書かれて あり、 四 尺 四方 も ある 



「見物が 多う ございま しょうな」 

「さよう」 と 幸 左 衛門は 微笑した。 「応接に 暇がない 

ほどで w j ざる」 

「平賀 源 内殿、 杉 田玄伯 殿な ど、 相変わらず 詰め かけ 

て 参りましょう な」 

「あの ご 両人 は 熱心な もの で。 そ の 他 熱心の 人々 と 云 

えば、 前 野良 沢 殿、 大槻玄 沢 殿、 桂 川甫周 殿、 石川玄 

常 殿、 嶺春泰 殿、 桐 山正哲 殿、 鳥 山 松 園 殿、 中 川淳庵 

殿、 そういう 人達でありましょう か。 その 人々 の 見物 

の 仕方が、 その 人々 の 性格 を 現わし、 なかなか 面白う 

ございます」 



で と 云いた そうな 様子 を さえ、 時々 見せる ので ご 

ざいます よ」 

「アツ ハツ ハツ、 さようで ござろう。 平賀殿 はいう と 

ころの 山師、 山師と いうの は 利用 更生 家、 新奇の 才覚、 

工面 をな して、 諸侯に 招かれれば 諸侯 を 富まし、 町人 

に 呼ばれれば 町人 を 富まし、 その 歩 を 取って 自分 も 富 

む —— と 云う 人間であります からな。 このような 物 を 

一 眼 見る と、 それ を 利用して それに 類した 物 を、 なる 

ほど あの 仁なら 作られる で， > J ざろう。 それ はそう 

と 力 ランス 殿に は」 

貝 十郎は 改まって 訊ねた。 



「奥の 部屋に おいでで ございます」 

「では」 と 貝 十郎は 立ち上がった。 「吉雄 殿に もどう 

ぞご 一 緒に」 

「よろし ゆう ござる」 と 幸 左 衛門も 立った。 

二人に つづいて お 島 も 立ち上がり、 二人に つづいて 

奥の 部屋の 方へ 行った。 

お 島に 取って はこの 部屋 も、 この 部屋に ある 諸， A の 

器具 も、 五十 年輩で 威厳が あって、 それでいて どこと 

なく 日本人ば なれして いる、 吉雄 幸左衛 門と いう 人物 

も、 驚異に は 値して いたが、 不思議と 恐怖に は 値して 

いなかった。 



(この 人達なら 助けてく ださる だろう) 

かえ つて そんなよ うに 思われた ので ある。 

ろうそく 

一本の 蠟燭 がと もっていて、 その 火 を 映した 巨大な 

鏡が、 部屋の 正面の 壁に あり、 蠟燭の 立てて ある 台の 

ガウン 

側に、 長髪、 碧眼、 長身 肥大、 袍を まとった 紅毛人が、 

椅子に 腰かけて 読書 をして い、 それらの 物の 以外に は、 

ほとんど これと いう 器具 調度 はない —— と 云う 部屋 は 

蠟燭の 火と、 それ を 映して いる 鏡の 反射と で、 他界 的 



鏡 は 朦朧と 霞んで いた。 煙りが 凝って いると 形容して 

もよ く、 朝の 湖水の 一片が、 張り付いて いると 形容し 

て もよ かった。 

物 を 写して はいなかった。 四 人 立って いる その 四 人 

の、 誰もが 写って いなかった。 立って いる 位置の かげ 

ん からで は あるが、 蠟燭も 写って はいなかった。 光 は 

受けて はいた けれど、 形 を 写して いないの である。 し 

ほの 

かし 間もなく その 鏡面へ、 仄かに 物の 形が 写った。 

( 妾 が 病気になる 時刻が 来た) 

そうお 島が 思った 時に、 物の 形が 鏡へ 写り 出した の 

である。 ぼんやりと 見えて いた 物の 形が、 次第に ハツ 



ので ある。 

五 

事件 は 過去 へ 帰らなければ ならない。 

ほと リ ごうしゃ 

隅 田 川の 畔、 小 梅の 里に、 風雅と 豪奢と を 兼ね備え 

た、 柏屋の 寮が 立って いた。 一人娘のお 島と いうの が、 

乳母 や 小間使いに 守られて、 寂しく 清く 住んで いた。 

父母に ii かれた 孤児であった。 が、 日本 橋の 店の 方 

は、 古い 番頭 や 手代 達に よって、 順調に 経営され てい 

た。 お 島が 柏屋の 戸主であった。 しかし 女で あり 未婚 



た。 

こうして この 日 は 暮れて しまった。 

さて、 いよいよ 今日の 日で ある。 昨日から 泊まり 込 

ん でいた 大日 坊は、 この 日 もお 島に 祈禱 をした。 お 島 

の 衰弱 はいち じる しく、 放心 状態に なって いた。 しか 

も 心で はどうと もして、 この 苦しみから 遁 がれ 出たい 

ものと、 あえぐ がよう に 願って いた。 祈禱が 終える と 

部屋から 脱け 出し、 夢心地の ように 庭へ 出た が、 庭 を 

脱け ると 当ても なく、 両国の 方へ 歩いて 行った。 

(寮 は 妾 に はまる で 地獄 だ。 あそこの 空気 は 息苦し 



い。 あそこの 空気 は 寂しくて 凄い。 賑やかで 楽に 呼吸 

のつ ける、 どこかへ 妾 は 行って しまいたい) 

彼女 はこうい う 心持ちで 歩いた。 そういう 彼女 を 寮 

の 近くから、 後 を 尾け て 来た 侍が あつたが、 他なら ぬ 

ォチフ ルイ 

十一 一 神 貝十郎 であった。 

(どうぞして 誰に も 悟られな いように、 あの 娘 を 連れ 

出そうと 思って いたと ころ、 幸い 自分から 脱け 出して 

来た。 さて これから どうした もの だ) 

貝 十郎は 思案し いしい、 お 島の 後から 尾け て 行った。 

両国 を 渡り 浅 草へ はいり、 お 島が 薬 売りの 藤 兵衛の 

ひよ 1 つきん たたず 

剽軽の 口上 を 放心 的 態度で、 聞きながら 佇んで いる 



の を 見る と、 貝 十郎は 頷いた。 

(一 つ 暗示 を 与えて やろう。 ああい う 娘に は 暗示が か 

かる。 藤 兵衛を 利用して 暗示 を かけて やろう) 

うしろ 

喋 舌って いる 藤 兵衛の 背後に 廻って、 貝 十 郎が藤 兵 

衛の 耳へ、 立ち合いの 群集に 気づかれな いように、 囁 

きかけ たの は それから であり、 藤兵衛 がお 島へ お 島の 

こと を、 話しかけ たの も それからであった。 

オランダ 

ここで 事件 は 和 蘭客屋 の、 奥の 部屋へ 帰って 行かな 

ければ ならない。 鏡へ お 菊と 大日 坊と勘 三との 姿が 

写って いて、 お 島に にせた 人形が、 机の 上に 置いて あつ 



「黙れ！ よい、 俺の 云う 通りに しろ！」 

—— で、 捕り 方 は そっちへ 走った。 

そのため 明 禾丄, 人 男と 呼ばれた、 六 人の 盗賊の その 

中の 二人、 女 勘 助と 火柱の 夜叉 丸と は 捕縛され る こと 

を 免れた。 

後日 貝 十郎は 云った そうで ある。 

「柏屋 の 主人の 六 斎 殿と、 私と は 遊里の 友達な ので、 

あの 仁の 死後 も 遺族に ついては、 絶えず 注意 をして い 

ました。 するとお 島と いう 一 人 娘が、 変な 病気に か 

かった という。 そこで 旧と いう 同心に 命じ、 その 様子 



れ！」 すると 背後から 四 人の 男が、 姿 を 現わして 走つ 

て 来た。 

(しまった！) —— で 京 一郎 は 逃げた。 ここ は 京 橋の 

一画で、 本通りから 離れた 小路であった。 両親に 内証 

で 町道場へ 通い、 一刀 流の 稽古 をして いたが、 いつも 

ょリ 今日は 遅くな つたので、 道 を 急いでの 帰る さで 

あった。 

背後から 追つ かけて 来る らしい。 京 一郎 は 横へ 逸れ 

た。 と、 運悪く 袋露路 で、 妾宅め いた 家に よって、 見 

れば 行く手 をふさ がれて いる。 

(どうした もの だ！ これ は 困った ぞ！) —— で、 当 



くの を、 一軒の 家の 二階から —— 細目に 開けた 障子の 

隙から、 眺めて いた 一人の 武士が あつたが、 

き やつ 

「また 彼奴ら 悪い こと を やり 出した な」 

ォチフ ルイ 

眉 を ひそめながら 眩いた。 与力の 十二 神 貝 十郎で 

あった。 

「旦那、 喧嘩ね。 気味の 悪い」 

ちゃぶ 台が あって ご馳走が あって、 徳利と 盃 とが 置 

いて ぁリ、 一方の 側に は 貝十郎 がお リ、 一方の 側に は 

女が いたが、 その 女が そんなよ うに 云った。 

r 暄陣 といえば 暄嘩 だが、 性の 悪 い暄曄 でな - 

「性の よい 喧嘩って あります かしら」 



「出合い頭の 間違いで、 ぶん 撲り 合う というよ うな、 

そういう 暄嘩 は^の 、-, ぃ暄 ff だ I 

「性の 悪い 暄嘩 といえば？」 

「計画的に 仕掛けた 暄嘩 さ。 …… それ はそうと、 こう 

いうお 妾 横丁に は 随分 暄嘩は あるだろう な」 

「そうです ねえ、 まあ、 ちょくちょく」 

「ところで 突き あたりの 格子 づ くりの 家 だが、 やはり 

妾の 巣だろう な？」 

「巣と はお 口のお 悪い ことね。 でも、 ええ、 お 妾さん 

の 巣の よう だ わ」 

「一、 二度 見かけた ことがあ るが、 そのお 妾さん 美い 



き： r- よ-つ 

镖緻、 いこ つ.. こ」 

「そこでち よつ かい を 出そうと 云う のね」 

「うっかりち よっかい を 出そう ものなら、 あのお 妾 さ 

ん くら い つくよ」 

「鬼 や 夜叉 じゃァ あるまい し」 

たま 

「それ 以上に 凄い 玉 かもしれ ない。 顔に 険の ある 女 

だった …… 旦那と いうの は どんな 男 かな？」 

「旦那 だか 何んだ か 知らない けれど、 時々 駕籠で 立派 

なお 武家さん が 深夜に お いでな さるよう です」 

「他に も 男が 出入りす るだろう？」 

「よくご 存知ね。 四、 五 人の 男が …… 」 



「文句が あるなら 唐桟 でも 着る よ」 

「いいえ、 殿様と 云わせた いなら、 黒 羽二重の 紋服で、 

いらせられましょう とこう 申す のさ」 

「そういう 衣装 を 着る 時 も ある。 が、 その 時には 同心 

が 従く」 

「目 明し 衆 も 従 くんで しょうね」 

「お前なん かすぐ ふん 縛る」 

「おお 恐々！」 と 大仰に 云った が、 妾のお 蔦 は 寄り添 

うように した。 「でも 殿様に 似合う の は、 そういう 風 

じゃァ ありません わね」 

「河 東 節の 水 調子 m 一人が 結ぶ 白露 を、 眼 もとで 拾 



のど ますみ 

うのべ 紙の などと 喉 を ころがして、 十 寸蘭洲 と 

どっちが うまい？ などと 云って いる 俺の 方が 仁に あ 

うと 云う のだろう」 

な ぎ 

「そうよ」 とお 蔦 は トロン コの眼 をした。 「A 挪の枯 

れ 葉の 名ば かりに さ。 …… 殿様、 今夜 は 帰しません よ」 

「まて まて」 貝 十郎は 大小 を 取った。 「与 多 は 与 多、 仕 

事 は 仕事 だ。 …… 俺 はちよ つくら 行って 来る」 

「どちら へ ？」 

と 驚いて 止める お 蔦 を、 ちょっと 尻 眼で 抑える よう 

にし、 「お前 を 相手に 割 白 か 何ん かで、 茶化した こと 

ばかり 云って いて、 それで 暮らして 行けるなら、 とん 



すと いうので はなかった が、 目下の 生活が 華やかで な 

< らし 

い、 それ だのに 過去の 華やかであった 生活 を、 今 さら 

になって 話す の は、 面 は ゆく も あれば 笑止で も あると、 

そんなに 思う 心から、 語らない というよ うな 態度 を 見 

せた。 そういう 態度が 京 一郎に は、 床しく 思われて な 

ら なかった。 

表構え は 粋で あり、 目立たぬ 様子に 作られて あった 

ごうしゃ 

が、 家の 内 は 随分 豪奢で あり、 それに 調度 だの 器具 だ 

のが、 日本 産と いうより 異国 産ら しい、 舶来の 品で 飾 

オランダ 

られて あり、 お 蝶の 締めてい る 帯な ども、 和 蘭 模様に 

刺繍され て ある そういう 点な どが お 蝶と いう 女の、 



行った。 

聞いて いる 京 一郎の 心の中へ、 海 を 慕う 感情が 起 

ふ き 

こって 来た。 海！ 海外！ 自由！ 不覊— そ 

ういう もの を、 慕う 感情が、 京 一郎の 心へ 起こって 来 

た。 不意にお 蝶 はうたい 出した。 

二 

A かすかに 見 ゆる 

やまの みね 

はれて いる さえな つかしし 



舟 のりをす る 身の ならい 

死ぬ る ことこ そ 多ければ 

さて 漕ぎ出す わが 舟の 

しだいに 遠くなる につれ 

山の 裾 辺の 麦の 小 田 

いま を 季節と みのれる が 

# 刈りい る 人 もな つかしし 

わが 乗る 船の 行く につれ 

舟 足 かろき ためから か 

わが 乗る 船の 行く につれ 

色 も 姿 もお ちかた の 



大きな 痣の ある 男が、 一 人知って いるば かりなの だが』 

と …… 」 

(右の こめかみに 痣の ある 男？ はてな？) と 京 一郎 

は 首 を 傾げた。 思い あたる ことがあつ たからで ある。 

でも (まさか！) と 思い返した。 あんまり 莫迦 気て い 

るからで ある。 

しかし 彼 はこん なよう に 思った。 (この 女が 幸福に 

なること ならわし は 何んでも してやりたい) その 時 女 

の 云う 声が 聞こえた。 

「お 父 様の 遺伝な のか もしれ ません、 大船に 乗って 広 

い 海へ、 妾 は 行きたい ので ございま すの、 好きな お 方 



と！ わだかまりなく！」 

京 一郎が お 蝶の 家 を 出て、 自分の 家へ 帰った の は、 

それから しばらく 経って からであった。 京 一郎が 出た 

のと 引き 違いの ように、 お 蝶の 家へ はいって 来たの は 

二十 八、 九 歳の 威厳の ある 武士で、 貴人の ように 高尚 

であった。 駕籠に 乗って 来たので ある。 

「どうであった か？」 とその 人 は 云った。 

「はい」 とお 蝶 は 微笑した が、 「大体う まく 参りました」 

「歌 を 聞かせて やった ろうな」 

「聞かせて やりまして ございます」 

「今せ K のことば かり は 気 永に 構え、 そろそろと やらな 



ず紗を 巻いた ように 霞んで 見える、 月夜の 露 路を本 通 

りの 方へ、 考えながら 歩いて いた。 

(館 林 様が 関係して おられる、 大きな 仕事に 相違ない) 

本通りへ 出ても 人気がなかった。 夜が 更けて いるか 

ら であった。 肩の 辺に 散って いる 桜の 花弁 を、 手で 払 

いながら 貝 十郎は 歩いた。 (京 一郎と いう 男 は 塩屋の 

枠 だ。 ：•：• 昔の 塩屋と 来た 日に は、 盛大 もない 家で 

あつたが …… ) 人気がなくても 春の 夜 は 気分に おいて 

賑やかであった。 猫の さか つ ている 声な どが 聞こえた。 

(あの 歌？ あんな もの、 何んでも あり ゃァ しな 

い。 …… しかし あの 後 を 知る ことが 出来たら …… ) 



(よし、 俺 は 本流へ ぶっかって やろう！) 

「面白い な」 と 声に 出して 云った。 

「負けても 勝っても 面白い。 大物 を 相手に して 争う の 

だからな」 

夜警の 拍子木の 音が した。 

四 

「ね。 お母様。 行かせて ください。 どうしたって 行か 

なければ ならない のです」 

京 一郎 は 思い詰めた 口調で、 こうまと もに 母親へ 



それらの ものの こもった 眼 付きで、 嘆願す るよう に 凝 

視 した。 (この 子 はお 父 様に 大変 似て いる。 思い立つ 

たこと なら、 何んでも やり 通す！ ほんと にこの 子 は 

妾を棄 てて 家出 をして しまい はしないだろう か) ぉ才 

は 恐ろしく さえ 思う ので あ つ た。 

「ねえ 京 一郎 や」 とお 才は 続けた。 「こんな こと 妾が 

云い 出して は、 お前 は バッを 悪が るか もしれ ない。 で 

も 妾 は 云って しまおう。 誰かお 前の 背後に いて …… そ 

う、 それ も 女が いて、 お前に 云わせる ので はない かえ。 

そんなよ うに 妾に は 思われる がね え …… 」 

こう 云われて 京 一郎 は 横 を 向いた が、 顔が いくらか 



「妾 は あの 夜お 逢いし ました 時から、 あなた 様 を 愛し 

ておりました」 

「私 もそう なので ございます」 

とうとう 互いに 打ち明け 合った。 そう やって 親しみ 

を 重ねて 行く うちに、 お 蝶と いう 女が 覇気に 富んで い 

て、 京 一郎と 連れ立って、 遠方へ でも 走って 行って し 

まおうと、 心 巧み をして いるよう な、 口吻 を 洩らす よ 

うな ことがあった。 しまいに は 露骨に 勧める ように 

なった。 

と き 

「若い 時期 は 早く 過ぎ て 行く ものです。 享楽 しょうで 

はありません か。 妾 はいつ でもお K をし ます。 あなた 



は 言葉 を 濁し、 暗示め いた こと を 云う のであった。 

「でも、 世間へ は 手 ぶら では、 出て 行ける もので は ご 

ざ いません」 

「手 ぶら で！ 手 ぶら と は？ 何ん のこと でしよ 

う？」 

「世間 は 薄情で ございます。 薄情の 世間と 戦う に は、 

戦う だけの 用意 をし なくて は …… 」 

「いえ、 私 はこう 見えても、 体 は 強う ございま すから 

…：- 」 

「体 も 体で ございます。 …… それより、 何よりお 金が 

ない ことに は …… 」 



「後の 歌 をお 聞き出し ください まし」 

(変 だな) と 京 一郎 は 思う のであった。 

(父が そんな 歌 を 知ってい るだろう か？) —— とに か 

くこう いう 経緯が、 幾度 か 繰り返されて 昨夜と なった。 

あざわら 

そうして 昨夜 もお 蝶と 逢った。 するとお 蝶 は 嘲笑うよ 

うな、 いつもと は異ぅ 口吻で、 このような 意味の こと 

を 云った。 

「あなた 様と は今晚 限り、 お逢いす る こと は 出来ます 

まい」 

「何故？」 と 京 一郎 は胆を 冷やし、 うわずった 声で 訊 

き 返した。 



今、 お金 持ちに してく だされ！」 

る 

二 ^一郎 や、 まあお 前 は …… 」 お 才は声 を 顫えさせて 

云った。 

「そんなお 前、 勝手な こと を！」 

「ねえ お母様、 お金 をく だされ！」 

うしろ 

「そういう こと も 背後に いる 女が …… 」 

「ねえ お母様、 お金 をく だされ！」 

六 

例の 歌に ついて お 蝶の 云った、 あの 言葉な ど は 京 一 



断乎と した 執拗な、 兇暴で さえ も ある、 脅迫的の 京 一 

郎の 態度と、 顔色と 声と はお 才の心 を、 恐怖に 導く に 

足る ものが あった。 

食いし ばった 歯が 唇から 洩れ、 横手に 置いて ある 行 

灯の 灯に、 その 一本の 犬歯が 光った。 頸に 現われて い 

る 静脈が、 充血の ために ふくらんで いる。 膝に 突いて 

いる 両の 拳の、 何ん と 亢奮で 顫えて いる ことか！ — 

I 京 一郎 はそう いう 姿で、 ぉ才へ 迫って 行く ので あつ 

た。 

ニ尽 一郎 や、 まあお 前 は！」 ぉ才は 思わず 立ち上がつ 

た。 



「まるで 妾 を— どうしょうと いうの だよ！ 

…：- 」 

「金 だ！」 と 京 一郎 も つづいて 立った。 

「今！ すぐに だ！ ねえ お母様！」 

きちがい 

「狂人 だ！ お前 は— おお 恐ろしい！ 誰か 来 

ておくれ、 京 一 郎が妾 を！」 

—— こんな ことがあって よい ものだろう か！ 母 は 

その子に 殺される かの ように、 こう 大声に 助け を 呼ん 

で、 縁から 庭へ 遁 がれよう とした。 

「お母様！」 と 追い 鎚 つた。 

「誰か 来て おくれ！」 と 障子 を ひらいた。 



「逃げます か！ お母様！ コ、 こんなに …… 頼んで 

も 頼んでも 頼んでも！」 

よ— し！ と 猛然と 追い 迫った 時、 自然に まかせて 

生い茂らせ、 長年 手入れ をし なかった ため、 荒れた 林 

さながらに 見える、 庭木の 彼方に 立って いる、 これ は 

そういう 林の 中の、 廃屋 さながらの 建物の 中から、 老 

人の 歌声が 響いて 来た。 

A かすかに 見 ゆる 

やまの みね 

はれて いる さえな つかしし 



舟 のりをす る 身の ならい 

死ぬ る ことこ そ 多ければ 

さて 漕ぎいだ すわが 舟の 

しだいに 遠くなる につれ 

山の 裾 辺の 麦の 小 田 

いま を 季節と みのれる が 

# 刈りい る 人 もな つかしし 

わが 乗る 舟の 行く につれ 

舟 足 かろき ためから か 

わが 乗る 舟の 行く につれ 

色 も 姿 もお ちかた の 



深き 霞に とざされぬ 

われらの 舟路！ われらの 舟 路！ 

つれて バラ— ドの 楽の 音が 聞こえた。 

「あ ッ！」 とその 剎那京 一郎 は、 縁に 突っ立って 動 こ 

うと もせず、 首 を 伸ばして 聞き澄ました。 

七 

(幽暗なる 世界なる かな 

まに もの 

蠱物 めきした たずまい なる かな 



ここに ある 物 は 「現在」 の頹 廃、 ここに ある 物 は 過 

去への 思慕、 ここに 住める 物 は 生ける 亡霊、 この 部 

屋へ 入る 者 は 襲わるべし) 

こういう 箴言が 壁の 一 所に、 掲げられて いなければ 

不似合い である。 と、 そんなよ うに 思われる ほど、 

この 部屋 は 陰気で 悲し 気で、 他界 的で 気味が 悪かった。 

京 一郎の 父で 塩屋の 主、 ぉ才の 良人の 嘉 右衛門が、 

十数 年来 孤独に 住んで いる、 庭の 奥の 林の 中の、 廃屋 

の 中の 部屋であった。 万国 地図と 海図との 懸かった、 

一方の 壁へ 背 を 向けて、 背革 紫檀の 古風で 寛濶 な、 肘 



掛 椅子に 腰 を かけ、 嘉 右衛門 は バラ— ドを 弾いて いる。 

六十 歳ぐ らいの 年齢で もあろう か、 頭髪 は 晒ら した 麻 

うなじ 

のように 白く、 頸に かかる まで 長かった が、 もう 一度 

世に出る 機会が 来た 時、 穢れ ていて は 恥で あると、 そ 

ん なよう に 思 つ た 心持ち からか、 丁寧に 手入れ されて 

いた。 

ユダヤ 

鋭い 眼、 食いし ばったよ うな 口、 大 資本家 型の 猶太 

鼻、 嘉 右衛門 はそう いう 顔 をして いたが、 右の こめ か 

お- P ゆび あざ 

みに 拇指 犬の 痣が 紫が かった 黒い 色に、 気味 悪く 染め 

出されて いるた めに、 不吉な 人相 をな していた。 長身 

であり 肥大であった。 で 体格 は 立派な のであった。 



うな、 洋服が 丸めて 置いて あった。 

が、 そういう 品々 は、 十数 年間 人の 手に よって、 手 

入れ をされ たこと がない と 見え、 鯖び、 よごれ、 千切 

ちり ぼ 一 J り 

れ、 こわれ、 塵埃に さえ も 積もられ ていた。 しかし そ 

れ よりも そういう 品々 やそうい う 人々 を 包んで いる、 

部屋の 内部の 構造の、 何ん と 不思議で ある ことか。 天 

井 は 黒く 塗られて いる。 壁 も 黒く 塗られて いる。 柱 も 

黒く 塗られて いる。 壁に あるの は 円形の 窓で、 天井に 

は リ あか まど 

あるの はこれ も 円形の、 玻璃で 造られた 明り 窓で、 そ 

ともしび 

こに 灯火が 置いて あると 見え、 そこから 鈍い 琥珀色の 

光が、 部屋 を 下様に 照らして いた。 それにしても 天井 



を 閉じ 追想に ふけりながら、 嘉 右衛門が 弾いて いるか 

ら であ つ た。 

その 嘉 右衛門の 顔の 上に、 天井から 光が 射して いて、 

額 を 明るく 照らして いた。 顔 を 上向け ている からで あ 

したまぶた 

る。 閉ざされた 眼の 下瞼 の 辺に —— 眼窩が 老年で 窪 

んで いるので かなり 濃い 陰影が ついていて、 それが 彼 

の 顔 を 深刻に していた が、 尚 その後 をうたい つづけよ 

かす JA^ 

うとして、 なかば 開けた 唇 を、 幽かに 顫 わせて いる 様 

子と、 頰に 青年の ような 血の 色が、 華やかに 注して い 

る 様子が、 亢奮と 感激と 思慕と 憧憬と に、 充 たされた 

顔 をな していた。 



(さあもう 一 息 だ！ 一 息で いい！ もう 一 息で 秘密 

は 解ける だろう) 

向かい合って 腰かけて 嘉 右衛門の 顔 を、 熱心に 見 詰 

めて いた 貝 十郎は 喜び を もってこう 思った。 

(よし、 もう 一息 駆り立てて やろう) で、 彼 は そその 

のかす ように 云った。 

いわし 

「空にまで 届く 大龍 巻、 丘の ように 浮かぶ 大鯨。 鰯 

しゃち 

の 大軍を 追つ かけて、 血の 波 を 上げる 鱸の 群れ、 海の 

出来事 は 総て 大きい！ 赤い 帆が 見える！ 海賊船 

しんちゅう 

だ！ 黒い 船体が 島陰から 出た！ 真鍮の 金具、 五 

はざま がき 

重の 櫓、 狭間 作りの 鉄砲 檣！ 密貿易の 親船 だ！ 



麝香、 樟脳、 剛玉、 緑柱石、 煙硝、 氈、 香木、 没 薬、 

更紗、 毛 革、 毒草、 劇薬、 珊瑚、 土 耳 古 玉、 由縁 ある 

宝冠、 貿易の 品々 が 積んで ある！ さあ、 日が 落ちた、 

港へ はいれ！ 黎明が 来た ぞ、 島へ 隠れろ— 大 

金が はいった、 さあ 上陸 だ！ 酒場、 踊り場、 寝台の 

ある 旅 舎！ どれでも 選べ、 女 を 漁れ！ 飲め、 酒 だ、 

歌え！ それよりも だ、 バラ— ドを 鳴らして！」 

絶えようと していた バラ— ドの 音が、 この 時 活気 を 

おき 

呈 して 来た。 そうして 嘉 右衛門の 見開かれた 眼に、 懊 

のよう な 光が 燃えて 来た。 

(歌う ぞ？) と 貝 十 郎は首 を 伸ばした。 



(いよいよ あの 歌の 次 を 歌う ぞ！) 亢奮せ ざる を 得な 

かった。 

当然と 云って よいので ある。 彼 は その 歌 を 聞きたい 

がた めに、 この 夜 ごろ この 部屋へ 入り込んで 来て、 な 

かば 放心し なかば 狂気し、 しかも 再び 密貿易 商と して、 

海外 へ 雄飛しょう とする 夢 を 執念深く 夢見し ていて、 

そのために 気 むずかしく なって おり、 そのために 尊大 

になって おり、 あっかい 悪くな つてい る、 塩屋の 主人 

の嘉 右衛門 を、 すかしたり なだめた リ おだてた りして、 

そうして 絶えず 亢奮 させ、 そうして 絶えず 昔 を 思い出 

させ、 昔 歌った あの 歌の つづき を、 歌わせようと 苦心 



をした、 その 苦心が 報いられ ようとす るので あるから。 

(歌う ぞ！) と 貝 十郎は 耳を澄ました。 (あの 歌に 秘 

めて ある 秘密な ど は、 暗号と いう ものの 性質 を、 少し 

でも 知っている 人間に とつ て は 何んでも なく 解ける 種 

類の 秘密 だ。 一 句 一 句の 頭文字と、 一 句 一 句の 末の 文 

字と を、 つなぎ合わせれば それで 解ける 秘密 だ。 最初 

の 一 句の 頭文字 は 「か」 という 文字に 他なら ない。 そ 

の 次の 句の 末の末 字 は 「ね」 という 文字に 他なら ない。 

こうして つないで 行く ことによって、 秘密 は 解けて し 

まう の だ。 そうして 俺 は 秘密 を 解いた。 が、 あれ だけ 

では 仕方がない。 そうさ、 「金 は 石の 下、 石 は 川の 縁」 



と 云った ところで、 その 川が どこの 川 だ やら、 その 縁 

が どの 川の どの 辺の 縁 やら、 解ら な いこと に は 仕方が 

ない。 それ を 説明して いるの が、 後へ 続く 歌な の だ) 

(歌う ぞ！) と 貝 十郎は 耳を澄ました。 (後へ 続く そ 

の 歌 を！) 

はたして 嘉 右衛門 は 歌い 出した。 

〈 



しかし 言葉 をな さない 前に、 にわかに 歌う の を 止め 

てし まい、 顔 を 窓の 方へ やった かと 思う と、 

おのれ 

「汝 ら、 秘密 を 盗みに 来た か！」 



海の 上の 生活 を やる ことにしよう』 と。 …… そういう 

秘密の 歌の こと を、 どうして 館 林 様が 知った もの か I 

I ああい ぅ數智 のお 方 だから、 どこから かお 知りな さ 

れ たのであろう。 —— 秘密の 歌の 前半まで 知って、 後 

へ つづく 歌 を 知ろうと なされた。 と 云って 嘉 右衛門に 

強いて 訊いても、 剛愎の 嘉 右衛門が 話す わけはない。 

枠の 京 一 郎 から 訊かせたら、 親子の 情で 話す だろう。 

…… そこで 手下の 六 人 男と 謀り、 京 一郎 を 玉に したの 

でした。 …… あの 時の 暄嘩は カラク リ なのでした。 お 

蝶 —— 女 勘 助 の 家へ —— あ の 家 は 彼らの 巣だった ので 

した。 …… 逃げ込ませよう ための カラク リ だった ので 



(ひよ つ とすると あの 女 だぞ) 

思い はした が 貝十郎 は、 声の する 方へ 走って 行った。 

I 伐師ら しい 荒々 しい 男が、 お 三 保 を 筏へ 引きずり 込み、 

急流 を 下へ 流そうと していた。 しかし 貝 十郎の 走って 

来る の を 見る と、 筏師と 筏と は 川下へ 逃げた。 「娘 ご、 

これで 三度 だな」 「重ね重ね、 ほんとうに まあ …… 」 「隣 

り 村 はなん という 村 だ？」 「駒ケ 根 村で ございます。 

…… 爺 や、 お前、 何 をして いたの だよ」 「はいはいお 嬢 

様、 申し わけ もない …… 」 

しもべ 

六十 近い 下僕ら しい 男が、 汗 を 拭き 拭き 走って 来た。 

(あれ、 幸い、 家の 者が —— と 云う 段取りに なった と 



いう 訳 か) 貝 十郎は 思い思い 別れた。 

(俺 を 釣ろうと の 計画と も 見えれば、 連続 的 偶然の 出 

ます や 

来 事と も 見える) 旅籠 屋舛屋 へ 帰って から も、 貝十郎 

は 考え込んだ。 

(よし、 面白い、 探って 見よう) で、 翌日 駒ケ根 村へ 

出かけた。 

用が あって 木 曾へ 来たので はなかった。 風流から 木 

曾へ 来たので あった。 よい 木 曾の 風景と、 よい 木 曾の 

名所 旧蹟と、 よい 木曽の 人情と に 触れよう ために 来た 

のであった。 

与力と は 云っても 貝十郎 は、 この 時代の 江戸の 名物 



旧家であって 財産家で はあった が、 主人 も 主婦 も 死 

ん でしまい、 娘 一人が 生き残り、 主人の 弟の 隼 ニ郎と 

いう 男が、 後見人と して 入り込んで いる。 上 松の 宿 か 

ら三里 あまり、 山の 方へ はいった 鷺ノ 森と いう 地点に、 

宏大な 屋敷が 立って いる。 —— と 云う のが 茶店の 老婆 

の 話した、 征矢 野と いう 家の 輪廓であった。 

(もうこれ だけで も 犯罪の 起こる、 立派な 条件が 具備 

されて いる) 鷺ノ 森の 方へ 歩きながら、 貝十郎 はそん 

なよう に 思 つ た。 

(隼 一 一郎と いう 男が 悪人で、 征矢 野と いう 家 を 横領し 



ようとす る。 後継者の 娘が 邪魔になる。 悪漢に 云いつ 

きずもの かどわか 

けて お 三 保と いう 娘 を、 傷者に する か 誘拐させる。 … 

…平凡に 考えても こんなよ うな、 犯罪の 筋道 はちゃん 

と 立つ) 貝 十郎は 歩いて 行った。 

ねず あすなろ さわら 

木 曾の 五木と 称されて いる、 杜松ゃ 羅漢 柏 や 椹 や 

からまつ ひのき 

落葉松 や 檜な どが 左右に 茂って いる。 山腹の 細道 は 

歩きに くく、 それに 夕暮れで もあった ので、 気味 悪く 

さえ 思われた。 空 を 仰いでも 左右から 差し出した 木々 

の 枝葉に 蔽 われて、 夕焼けた 細い 空が 帯の ように 醌か 

れて 見える ばかりであった。 足に まつわる 草 ゃ蔓に は、 

.5 やはん 

露が あ つ て 脚絆 を 冷たく 濡らした。 



かなり 歩いた と 思った 時、 行く手の 灌木の 向こう か 

ら、 若い 男女の 話し声が 聞こえた。 

「ね、 いい じゃァ ありま せんか。 ：•：. いつまで 待てと 

おっしゃる のでしょう。 …… 」 

「いいえ、 いけませんの、 どうぞ 勘忍して。 …… 妾、 

辛い ので ございま すわ。 …… だって、 叔父 様が …… ね、 

ですから …… 」 

「叔父 様が 何んで す！ そんな もの— ああ 私 は 

どうしたらいいの だ— もう 待てない のです、 と 

て も 私に は— 若さ だって 過ぎ てし まい ま す！ 

…… 逃げましょう、 いっそ、 ね、 二人で— 」 



あいびき 

(はは あ) と 貝 十郎は 微笑した。 (野の 媾曳って いう 

やつ だな。 度を越す と 野合と いう 奴になる。 …… ) 

「三 保 子！」 と 突然 荒々 しい、 男の 声が 聞こえて 来た。 

「何 をして いる。 家へ 帰れ！」 

「あれ、 叔父 様、 まあ どうしょう— 鏡太郎 さん 

早く 逃げて！」 

鏡 太郎の 逃げる 足音が 聞こえた。 

(やれやれ) と 貝 十郎は 苦笑 をした。 (叔父さん とい 

う 奴 は 大概の 場合、 粋な人 間に 出来て いるもの だが、 

ここの 叔父 様 は 逆だった わい。 待て 待て、 三 保 子と 呼 

ん だよう だった。 では 女 はお 三 保な のか、 とすると 叔 



父と 云う の は 後見 をして いる、 隼ニ郎 という 男 だな。 

隼 一 一郎 叔父さん を 見て やろう) 

で、 貝 十郎は 灌木 を 巡り、 横手の 方から 前の 方 を 見 

うしろ 

た。 紅い 帯 を 結んだ 初々 しいお 三 保の 姿 —— 背後 姿が 

見え、 その 前に 立って いる 痩軀 長身の、 四十 年輩の 男 

の 姿が 見えた。 蒼白い 顔色、 黒い 頤 鬚が、 陰険の 相 を 

なして いた。 落ち 窪んだ 眼窩の 奥の 方で、 瞳が チロチ 

口 光って いたが、 それ も 人相 を 深刻に していた。 

(これ は 大変な 怪物 だぞ) 貝 十 郎は眉 を ひそめた。 (俺 

に 取っても 強敵ら しい ぞ) 

隼ニ郎 はお 三 保に 何 か 云って いた。 しかしき わめて 



低声だった ので、 貝 十 郎へは 聞こえなかった。 と、 二 

人 は 歩き 出した。 そうして 間もなく 見え なくなった。 

行く手に 小 広い 野が あって、 丘が いくつか 連ら なつ 

ていたが、 その 丘の 向こうに 征矢 野の 屋敷が、 どうや 

ら立 つ ている ようで あ つ た。 

(さて、 これから どうした もの だ) 貝 十郎は 思案した。 

(とにかく 征矢 野 家まで 行って 見る ことにしよう) し 

かし 十 歩と は 歩かなかった。 

「もし、 お 武家 様、 お待ちな すって」 こう 背後から 呼 

ばれた からで ある。 振り返った 貝 十郎の 眼の 前にいた 

の は、 二十 四、 五 歳の 若い 男であった。 



「何 か 用 かな」 と 貝 十郎は 訊いた。 

ベ っぴん 

「へい」 と 若い 男 は ニヤ ニヤ 笑った。 「あの 娘、 別嬪で 

ございまし ようがな」 

(厭な 奴 だな) と 貝 十郎は 思った。 で、 黙って 男 を 見 

詰めた。 

「三 保 子 様 は 別嬪で ございます とも」 自信が ありそう 

に 若い 男 は 云った。 「云わば 花 野の 女王 様で」 

(こいつ 馬鹿 だ！) と 貝 十郎は 思った。 (でなかった 

ら 色情狂 だ) 

「それに 大層 もない 財産家で」 

(おや、 こいつ、 慾 も 深い ぞ) 貝 十郎は 降参して しまつ 
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「鏡 太郎 つて 者 だ！」 

(ふうん、 こいつが 鏡太郎 なのか) 改めて 貝 十 郎は鏡 

太郎を 見た。 

ベロ ッ とした 顔、 ベロ ッ とした 姿、 —— そういう 形 

容詞が 許されるなら、 鏡太郎 はそう いう 顔と 姿の、 持 

ち 主と 云わなければ ならなかった。 つまり 甞め たよう 

な 人間な のであった。 甞め たように 額が テカテ 力して 

ぉリ、 甞め たように 頤が テカテ 力して いた。 衣裳な ど 

でも テカテ 力 光って いた。 都会の 軟派の 不良 青年 —— 

と 云った ような 仁 態であった。 しかし 太々 しい 根性 は、 

部厚の 頰ゃ三 白眼の 眼に 争い 難く 現われて いた。 



(はは あこい つ 色悪 だな) と 貝十郎 はすぐ に 思った。 

(こいつに 比べる と 隼 ニ郎の 方が、 まだし も 感じが い 

いと 云える。 —— どっちが いったい 悪党なん だろう？ 

ちょっと 見当が つか なくなった。 江戸に いると 俺 は 見 

透し なんだ が、 田舎へ 来る とそうい かなくなる。 田舎 

は 性に 合わない と 見える ぞ) 

「旦那」 と 鏡 太郎が 嘲笑うよ うに 云った。 「ただのお 

武家さん じゃァ なさそう です ね。 それにお 前さん あの 

女に、 特別の 興味 を 持った ようです ね。 が、 ハツ キリ 

云って 置く、 手 を 引いた 方が ようご ざんしょうと。 … 

…鷺ノ 森へ 来たお 前さん だ、 征矢 野の 家のお 客なん だ 



ろうが、 あの 女へ チヨ ッ カイ は 出さない 方が いい」 

「うるさい 下司 だな、 何 を 云う か！」 

ベ ら ぼう 

「何 を、 篦棒、 怖い もの か」 

「行け！」 

「勝手 だ」 

たわけもの 

「白痴 者め」 

云いす てて 貝 十郎は 先へ 進んだ。 

(まるで 俺の 方が 脅された ような もの だ) 苦笑せ ざる 

を 得なかった。 (幸 先 必ずしも よくない ぞ) 

うしろ くろう 

その 時 彼の 背後の 方から 梟 の啼き 声が 聞こえて 来 

きじ 

た。 つづいて 雉の 啼き 声が した。 呼び 合い 答え 合って 



いるよう である。 

(これ はお かしい) と 思いながら、 貝 十郎は 振り返つ 

て 見た。 灌木の 傍らに 男女が いた。 一人 は 例の 鏡太郎 

ひとところ 

であり、 もう 一 人 は 見知らない 女で あ つ て、 鬍の 一 所 

が 夕日 を 受けて、 白く 光って いるの が 見えた。 

征矢 野 家の 客間 は 賑わって いた。 大勢の 客が いるの 

である。 その 中に 貝十郎 もいた。 

「これ はよう こそお いでく ださいました。 ずっとお 通 

りく ださい ますよう。 主人 も 喜ぶ で ございましよう。 

皆様お 集まりで ございます」 



征矢 野 家の 客間 は 賑わ つていた。 

(これまでの ところ 俺の 負け だ) 貝 十郎は キヨ トンと 

した 心で、 むしろ 憂欝と 不安と を 抱いて、 柱へ 背 を も 

たせ 座布団 を 敷き、 出された 酒肴へ 手 をつ けようと も 

せず、 彼の 左右で 雑談して いる、 人々 の 話 を ぼんやり 

と 聞き、 その 合間に そんな こと を 思った。 (これまで 

のと ころ 俺の 負け だ。 何から 何まで 意表に 出られる) 

「ともかくも 先代 は 人物で したよ」 

修験者ら しい 老人が、 盃を 口から 離しながら、 隣席 

の 商人ら しい 男に 云った。 「衰微して いた 征矢 野 家 を、 

一時に 隆盛に したので すから な。 修験道から 云う 時 は 



命日が やって来 ると、 当代の 主人が こんなよ うに 諸人 

接待の ご馳走 をす るが、 それだけ 引け目が あるって 訳 

さね」 

(そうか) と 貝 十郎は 胸に 落ちた。 (諸人 接待の 饗応 

だった のか。 それで 俺の ような 人間 を も、 有無 を 云わ 

せず 連れ込んだ のか。 …… それ は それと して この 家の 

先代に は、 何 か 犯罪が あるら しいな) 

で、 貝 十郎は 聞き耳 を 立てて、 客人 達の 話 を 聞いた。 



「ここの 屋敷 を 掘り返したら、 浮ばれない 無縁の 二 つ 

の 仏が、 白骨と なって 現われよ うとね」 

「まさにね」 と 寺子屋の 師匠が 云った。 「と 思う とこ 

こに ある ご馳走な ども、 血生臭くて 食えません よ」 

「先代が 裏庭の 松の木の 枝で、 首を縊 つて 死んで いた 

の を、 私 は 検屍 をした のでした が、 厭な気持ち がいた 

しました よ」 

よみかき 

「私 は 現在 ここの 娘の、 お 三 保さん に 読書 を 教えて い 

るので すが、 どうも 性質が 陰気で してな」 

(なるほど) と 貝十郎 はまた 思った。 (そういう 事件 

があった のか。 ここの 先代 は 悪人な のか もしれ ない) 



(しかし) と 貝十郎 はすぐ に 思った。 (田舎の 旧家と 

いうよう な 物に は、 荒唐無稽で 出鳕 目な 事が、 伝説の 

ような 形 を 取って、 云いった えられて いるもの だから、 

そのまま 信用す る こと は 出来ない) 

—— それにしても 主人の 隼ニ郎 も、 娘のお 三 保と 接 

待の 席へ、 何故 姿 を 見せない のだろう？ この ことが 

貝 十郎を 不思議 がらせた。 

袴 羽織の 召使い や、 晴衣を まとった 侍女な どが、 出 

たり はいった りして 酒 や 馳走 を、 次から 次と 持ち運び、 

酌 をしたり 世辞 を 振り 蒔いたり したが、 隼ニ郎 とお 三 

保と は 出て 来なかった。 燭台が 諸 所に 置かれて あり、 



それの 光が 襖 や 屏風の、 名画 や 名筆 を 華やかに 照らし、 

この 家の 豪奢ぶ り を 示して いた。 

客の 種類 は 雑多であった。 村の 者 も いれば 隣村の 者 

もお り、 通りが かりの 旅人 も いれば、 接待の 噂 を 聞き 

込んで、 馳走に あずかりに 来た もの もあった。 僧侶の 

さ こ：：' 

隣り に 浪人 者が いたり、 樵 夫の 横に 馬子が いたりした。 

「お 武家 様お すごしな さり ませ。 妾 、 お 酌いた しま 

しょう」 不意に 横から 云う ものが あった。 

「うむ」 と 貝 十郎は そっち を 見た。 

いつの 間に そこへ 来て いた もの か、 山 深い 木 曾の 土 

地な どで は、 とうてい 見る ことの 出来ない ような、 洗 



「はい、 ご 返盃」 「あい、 合点」 

「ねえお 武家 様」 と 女 は 云った。 「江戸のお 方で ござ 

いまし ようね」 

「ナ— 二、 奥州 は 宮城 野の 産 だ。 …… そなた こそ 江戸 

の 産まれで あろうな」 

「房 州 網 代 村の 産で ござんす。 …… ご免 遊ばせ」 

と スッと 立ち、 向こう側の 座席へ 行って しまった。 

(驚いた な あ) と 貝十郎 は、 胸へ 腕 を 組んで 考えた。 

(どういう 素姓の 女だろう 9 それにしても すつ 

かり 酔わされた ぞ) その 時 寺子屋の 師匠の 声が した。 

「お 豊、 あの 女が 曲者で してな」 



「さようで」 と 村 医者の 声が した。 「隼 ニ郎殿 もお 蔭 

で 痩せましょう よ」 

こうして 接待 は 深夜まで 続いた。 その 間に 土地の人 

のぞみ 

達 は、 次々 に 辞して 家へ 帰り、 旅の 者 だけが 希望に 委 

せて、 別々 の 座敷で 寝る ことにな つた。 

貝 十郎の 案内され た 部屋 は、 十 畳 敷きぐ らいの 部屋 

であって、 絹布の 夜具が 敷かれて あり、 酔 ざめ の 水な 

どが 用意され てあつた。 

(さて、 これから どうした もの だ) 貝 十郎は 布団の 上 

へ 坐り、 ぼんやり 行燈を 眺め やった。 したたかに 彼 は 

飲まされ たので、 酔が すっかり 廻って いた。 (何ん に 



も なすこと はない じゃァ ないか。 フラリ とやって 来て 

ご馳走に なって、 いい 気持ちに 酔った の だからな。 こ 

のま まグ ッスリ 眠って しまって、 翌日に なったら 顔 を 

洗い、 有難う ござんし たと お礼 を 云 つて、 帰つ てし ま つ 

たらい いじ ゃァ ないか) 彼 はこん な こと を 思い出した。 

(何も 征矢 野 家の 犯罪って 奴 を、 あばき 出そう ために 

来たの じゃァ ない。 たかだか 酔狂な 好奇心から、 様子 

を 探る ために 来たまで だ。 探る 必要 は あるまい よ) ト 

ロンと した 心で こんな こと を 思った。 (叩いた 日に は 

どんな ものから だって、 罪悪と いう 埃 は 立つ さ。 こう 

いう 俺 だって ひつ 叩かれて 見ろ、 そり ゃァ 目茶苦茶に 



埃 は 立つ) ここまで 考えて 来て おかしく なった。 (二 

百 石 取りの 与力の 俺が さ、 蔵 前の 札 差しと 対等に、 吉 

おいらん 

原で 花魁が 買え るんだ からな。 不思議と 云わなければ 

ならない よ。 そういう 贅沢が どうして 出来る？ と、 

歯ぎ しり をして 問い詰められて 見ろ、 ダ ー となって 

引っ込んで しまわなければ ならない) 

そこで 寝て しまおうと 帯 を 解き はじめた。 その 時 ど 

さじ 

こから ともなく、 雉の 啼き 声が 聞こえて 来た。 すぐに 

続いて 梟の 啼き 声が 、 —— こんな 深夜 だのに それに 答 

えて、 どこから ともなく 聞こえて 来た。 



(いけない) と 貝 十 郎は帯 を 解く 手 を 止め、 その 手で 

大小 を 手ば さんだ。 与力と しての 良心が、 にわかに 閃 

めいた からで ある。 襖 を あけて 廊下へ 出た。 しかしす 

ぐに よろめいた。 (はてな、 悪酔い をしたら しい ぞ) 

ヒ ヨロ ヒ ョロヒ ヨロ ヒョ 口と 先へ 進んだ。 

六 

廊下の 片側が 雨戸に なって いて、 その 一枚が 開いて 

いたので、 そこから 裏庭へ 出て 行った 時に も、 貝十郎 

の 酔 は 醒めて いなかった。 



じ 奴が。 江戸 者ら しい 侍なん だよ」 

「江戸 者ら しい 侍と いえば、 妾 もそう いうお 侍さん へ 

酒 を 飲ませて 酔い つぶして やった よ」 

「邪魔の 奴 はつぶ してし まう がいいな あ。 …… でない 

といい 目が 見られな いからな あ。 …… 豊 ちゃんと 俺ら 

とのい い 目が さ」 

「そうと も」 と 女の 声が 云った。 愛 を 含んだ 声 〔# 「含 

んだ 声」 は 底本で は 「含ん 声 匕 であった。 

「そうと も 二人の いい 目が ねえ。 …… 妾ァ お前さん 

が 可愛くて ならない」 

それつ きり、 声 は 絶えて しまった。 



あいびき 

(ォ ー ャ、 ォ— ャ) と 貝 十郎は 思った。 (ここで も 媾曳 

が 行われて いる。 悪党 同士の 媾曳 だ。 鏡太郎 とそうし 

てお 豊 とらし い) (悪くない な) としかし 思った。 (罪 

悪の あるら しい 旧家の 裏庭で、 美貌の 若者と 美貌の 女 

とが、 月光に 浸りながら 媾曳 をして いる。 詩 じ ゃァな 

いか！ 詩 じゃァ ないか！ そいつ を 与力が 立ち聞き 

している。 詩 じゃァ ないか！ 詩 じゃァ ないか！ … 

…厭 だよ、 こんない い 光景 を 「御用 だ！」 などと いう 

野暮な 声 を 出して、 あったら ぶち 壊して しまう の は。 

h 」 つ そり 逃げて 帰つ て やろう) 

酔が させる 業であった。 与力の 方から 逃げ出し たの 



の 前まで 行った 時、 ませ 棒 を 蹴って いた 白い 馬が、 人 

なつかし そうに 首 を 伸ばし、 太い 鼻息 をして 貝 十郎を 

迎えた。 横 射しに 射して いた 月光が、 その 長い 顔 をい 

よいよ 長く 見せた。 

さま， 4 

貝 十郎は 彷徨って 行った。 と、 行く手に 建物が あり、 

そこから 灯火が 射して いた。 主 屋と五 間 ほど 離れた 所 

に、 独立して 建てて ある 建物であって、 二 間 か 三 間 か 

それく らいの 座敷 を、 含んで いる 程度の 大きさで あり、 

主 屋とは 幾 個 かの 飛び石 を もって、 簡単に 連絡され て 

いた。 風変わりの 建物で もなかつ たが、 頑丈に しかし 

て 用心 堅固に、 造られて いるよう に 見て取られた。 三 



方 厚い 壁で あり、 その 壁々 に は 明りと りの、 鉄 格子 を 

はめた 窓ば かりが、 わずかに ついている ばかりで あつ 

おも- P 

た。 主屋に 向いた 方角に、 出入り口が ついていた。 土 

蔵づ くりの 建物な ので ある。 燈火は 出入 リロから 射し 

ていた。 戸 をと ざすの を 忘れた からであろう。 射して 

力す 

いる 光 もほんの 幽かで、 他の 幾 棟 かの 建物から、 同じ 

ように 光が 射して いたら、 紛れて 気づかれない ほどで 

あった。 

貝 十郎は そっちへ 進んだ。 入り口の 前まで 歩いて 

行った 時、 彼 は 女の 泣き声と、 そうして 男の 叱る 声と 

を、 その 建物の 中から 聞いた。 



(ォ ー ャ、 ォ ー ャ) と 彼 は 思った。 (ここで は 女が 虐め 

られ ている。 反対側の あっちの 庭で は、 男と 女と が 愛 

撫し 合って いたが) 

彼 はした たかに 酔って いた。 そうして 彼 は 与力で 

たわむれ ごころ 

あった。 与力と しての 精神と、 酔漢と しての 戯 心 

とで、 彼 は 真相 を 知ろうと 思った。 

で、 足音 を 忍ばせて、 建物の 中へ はいって 行った。 

しゃべ 

泣きながら 女の 喋 舌る 声が、 すぐ 彼へ 聞こえて 来た。 

「妾、 もうもう 待てません。 …… これで はまる で嫩 

リ 殺しです。 …… 今夜 こそ …… どうしたって …… でな 

かろう ものなら …… 」 



仕事です！ どんなに 妾 は そのお 仕事 を、 憎んで 憎ん 

で 憎んで おります ことか— そのため あなた は 人 

相まで も、 変わって しまったではありません か！ … 

…二つの 骸骨！ 壊して しまおう かしら！」 

「これ、 ぉ豊！ 何 を 云う の だ！」 

「旦那 様！ いいえ 隼ニ郎 様」 

わし 

「お 豊、 私 はお 前 を 愛して いる。 …… ね、 それだけ は 

信じて おくれ」 

「妾 も、 ええ 妾 もです の」 二人の 声 はこ こで 切れた。 

(さて) と 貝 十郎は 苦笑して 思った。 (この 後 は 抱擁 

と いう ことになる のさ) 



彼の 足下に は 二 尺 幅ぐ らいの、 狭い 廊下が 左右に 延 

び、 同じく らいの 狭い 廊下が、 前方へ 向かっても 延び 

ていた。 丁字形に なって いる 廊下の 中央に、 彼 は 佇ん 

でい るので あった。 その 前方に 延びて いる 廊下の、 右 

側に 大きな 部屋が あり、 部屋の 扉が 開いて いるので、 

燈 火と 人声と が 洩れて 来る のであった。 数 歩 進んで 扉 

の 口まで 行き、 そこから 内を視 いたなら、 内の 様子 は 

見える のであった。 内部の 一部 —— 床の 端 だけ は、 こ 

こにいる 貝十郎 にも 見て取れた。 畳が 敷いて ない ので 

ある。 板張りに なって いるので ある。 

(ぉ豊 とそうして 隼ニ郎 なのか。 …… いや、 腕の 凄い 



女で は ある。 あっちの 庭で は 年の 下の、 美少年と 媾曳 

をした かと 思う と、 こっちの 部屋で は 年の 上の、 金 持 

ちの 旦那 を 口説いて いる、 同じ 晚 にさ、 わずかの 時間 

にさ。 …… あんな 女 は 都会に も 少ない。 どうに も 俺 は 

田舎が 嫌いだ) 

七 

この 時 隼 一 一郎の 声が 聞こえた。 

「杉 田玄伯 殿、 前 野良 沢 殿、 あの人 達と 約束した の だ 

よ、 私の 方が 早く 仕 とげて 見せる と。 …… 江戸で ああ 



ぉ豊の 声が 聞こえて 来た。 

「ま、 猪 之 助さん！ どうしたの です！」 

男の 答える 声が したが、 兇暴な 響き を 持って いた。 

らち 

「退け！ 今夜 こそ 埒を あけ るんだ！」 

「いけません— おお、 誰か 来て ください！」 

かたき 

「敵 だ！ 畜生め！ 親の 敵 だ— 待って 待つ 

て 待って いたの だ— 他国から この 地へ やって来 

て、 こんな 山の 中へ 住み込んで！ 金 …… 命 を 取る か、 

金 を 取る かと— やい、 放せ！ 埒を あける の 

だ！」 

r 危険い！ そんな、 刃物なん か— 誰か 来て く 



ださい！ ぁッ 誰か！」 

(これ はいけ ない) と 貝十郎 は、 素早く 入 リロの 方へ 

走って 行った。 が、 こういう 瞬間に も 彼 は 疑問 を 脳裡 

へ 浮かべた。 

(俺の 耳へ さえ 聞こえて 来たの だ。 隼 一 一郎に も 聞こえ 

なければ ならない。 どうして 助けに 行かない の だろ 

う？) —— で 彼 は 庭へ 飛び出す より 先に、 隼ニ郎 のい 

る 部屋 を靦 いて 見た。 

「いない— どうしたの だ、 隼ニ郎 はいない！」 

部屋 は 洋風に 出来て いて、 巨大な 飾り棚 や 頑丈な 卓 

や、 椅子 や 書架が 置いて あり、 卓の 上に は 杉 田玄伯 や、 



前 野良 沢 や 大槻玄 沢 や、 貝十郎 にと つて は 知己に あた 

る、 そういう 蘭 医 達の 家々 で 見かける、 外科の 道具 類 

が 置いて あり、 書棚に は 書物が 詰めて あった。 

その 部屋に 隼ニ郎 がいない ので ある。 では 隣室へ で 

も 行った のであろう か？ いや その 部屋 は 四方 壁で、 

出入り口 は 一 つし か附 いていなかった。 窓 はあった が 

閉ざされ ていた。 そうして 一 つ だけの 出入り口から は、 

ぉ豊が 出て 行った ばかりであって、 隼 ニ郎は 出て は 行 

かなかった。 それ は 貝 十郎も 見て 知っていた。 

(これ はい つたい どうした こと だ) 



ことであって、 十三 日の 月が 懸かって いた。 

あ い ぴき 

媾曳 をして いる 二人の 者へ も、 月光 は降リ そそいで 

いた。 ここ は 尾 張領知 多の 郡、 大野の 宿の 潮 湯治場 (今 

日の いわゆる 海水浴場) で、 夜で はあった が 賑わって 

いた。 珠太郎 は 二十歳の 青年で、 尾 張 家 御用達の 大町 

人、 清 洲越十 人 衆の 一 人と して、 富と 門閥と を 誇って 

いる、 丸 田屋儀 右衛門の 長男であった。 

お 小夜 はとい うに 十数 日 前から、 潮 湯治に 江戸から 

やって来た、 筒井 屋助 左衛 門と いう 商人の 娘で、 年 は 

十九 だと 云う ことで あつたが、 それより は 老けて いる 

ようであった。 珠太郎 の 家の 夏 別荘が、 大野に あって 



華やかな 灯火と が 洩れて 来て いた。 丸 田屋の 主人が 客 

を 招んで、 夜 宴 を ひらいて いるから である。 

あお 

芙蓉の 花が にわかに 揺れた。 お 小夜の 袖が 煽った か 

ら である。 そのお 小夜の 左右の 手が、 珠太郎 の 背に 

廻って いた。 

「それで は 明後日の 夜。 …… ね、 珠太郎 様」 

「明後日の 夜 9 ええ、 きっと。 …… 」 

「まず 名古屋 まで 通し 駕籠で。 …… 」 

「通し 駕籠で、 …… 参りましょう とも」 

くわし 

「詳細い 手 害 は 明日の 晚に、 やはり ここで 致し ましよ 

うよ I 



その後の 事 を 十二 神 貝十郎 は、 後日 次のように 人に 

\s ン，， こ。 

一一 11 口し i/ 

あいびき 

お 小夜と 珠太郎 の 媾曳 を だね、 築山の 蔭から 見て い 

たの は、 我輩ば かりではなかった のさ。 館 林 様 も 見て 

いたの さ。 それ を 互いに 知った もの だから、 大声で 暴 

露し 合った のさ。 

お 小夜と 珠太郎 の 吃驚した こと は！ それ はほんと 

に 気の毒な ほどだった。 もちろん 二人 は 逃げて しまつ 

たさ。 お 小夜 は 外へ、 珠太郎 は 家内へ な。 そこで 我輩 

も 外へ 出た。 

丘 を 下りる と 街道で、 片側が 松林に なって いる。 松 



を 濡らさな いように、 乳から 上 を 波から 出し、 グング 

ン 沖の 方へ 泳いで 行く の だ。 

うなじ 

月が そいつ を 照らして いる。 白い 肩、 白い 頸、 白い 

腕、 白い 脛、 時々 ムック リと 持ち上がって 見える。 月 

がそ いつを 照らす の だ。 

だが 間もなく 見え なくなった。 遙 かの 沖へ 泳いで 

行った からさ。 五 人の 男 も 見え なくなった。 みよし 屋 

の 寮へ 帰って 行った の だ。 我輩 はしかし 帰らなかった _ 

もう 少し 見て やろうと 思った からだ。 

四 半 刻ぐ らい も 経った だろう か、 人魚の 姿が 見えて 

来た。 渚 を 目が けて 例の 娘が、 沖から 泳いで 帰って来 



と、 すると 館 林 様 は、 不意に 鋭い 口調 を もって、 こ 

う 我輩 を 呼びかけ たもの だ。 

「この 席に いる 客人 を、 お前、 何ん とか 思わない か 

な？」 

「はい、 いいえ、 別に 何ん とも。 ：：： 」 

云い 云い 我輩 は 座 を 見廻した。 善美 を 尽くした 丸 田 

屋の、 夏 別荘の 大広間に は、 二十 人 あまりの 客が あつ 

て、 出された 酒肴 を 前にして、 湧く ような 快談に 耽つ 

ていたが、 その 客人 はいずれ も 男で、 女 は 雑って いな 

かった。 

(はい、 いいえ、 別に 何ん とも。 …… ) 事実 我輩 はこ 



ういうよ うに 答えた。 がし かしこれ は噓 なの だ。 何ん 

とも 思わない どころではない、 いずれも とんでもない 

客ば かりなの だからな。 身分と 姓名と を 挙げて 見よう _ 

生 駒 家の 浪人 永 井忠則 (今 は 大須の 講釈師)、 最上 家 

の 浪人 富 田資高 (今 は 熱 田の 寺子屋の 師匠)、 丹 羽 家の 

旧 家臣 久松氏 音 (今 は 片端のに わか 神官)、 那須 家の 浪 

人 加 藤近栄 (今 は 鷹匠 町の 町道場の 主)、 土方 家の 浪人 

品 川長康 (今 は 虚無僧と して 一 所不 住)、 大久保 家の 旧 

家臣 高 橋 成 信 (今 は七ッ 寺の 大道 売卜 者)、 青山 家の 浪 

人 西 郷忠英 (今 は 寺 町 通りの 往生 寺の 寄 人)、 桑 山家の 

浪人 夏 目 主 水 (今 は 大道の チョン ガレ 坊主)、 久世 家の 



旧 家臣 鳥 井 克己 (今 は 大須の 香具師の 取り締まり)、 石 

川 家の 浪人 佐 野 重 治 (今 は瑞穂 町の 祭文 かたり)、 小 笠 

原 家の 旧 家臣 喜 多 見 正 純 (今 は 博徒の 用心棒)、 植村家 

の 浪人 徳永隣 之 介 (今 は魚ノ 棚の 料理人)、 堀 家の 旧家 

臣 稲葉 甚 五郎 (今 は 八 事の 隠亡の 頭)、 小 堀 家の 浪人 

笹 山元 次 (今 は 瀬戸の 陶器 絵師)、 屋代 家の 旧 家臣 山 口 

利久 (今 は 常 滑の 瓦 焼き)、 里 見 家の 旧 家臣 里 見 一 刀 (今 

は 桑 名の 網元の 水夫)、 吉 田家の 浪人 仙 石定邦 (今 は 車 

じごく あるじ 

町の 私娼 宿の 主人) 

二 



ざっと こういう 輩な の だ。 取り 潰された 大名 達の 

遺臣、 つまり 浪人ば かりなの だ。 

(昨夜 は 名 古屋の 富豪 連 を 招いて、 その 席で 館 林 様 は 

話 をされ た。 訓諭と 懇願と を 雑え たような 話 を。 しか 

るに 今夜 は 浪人 連 を 招いて、 慰撫と 激励の 話 をされ た。 

仲介 役が 丸 田屋の 主人 だ。 …… 警戒し ないで いられる 

もの か) 我輩 は 心からそう 思った よ。 

ォチフ ルイ 

「十二 神！」 と 館 林 様が また 言われた。 「お前 浪人 を 

どう 思うな？」 

「は、 どう 思う とおつ しゃいます と？」 
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で 行く 目標と いえば、 政治的 革命と いう 一 点な の だ。 



由 井 正 雪の 謀反 事件 も、 天草 島 原の 一 揆 事件 も、 その 

指導者 は 浪人 群だった。 別 木、 林 戸の 騒擾 事件から、 

農村に 起こった 百姓一揆の、 指導者 もお おかた 浪人 者 

なの だ。 そういう 危険の 浪人 者が、 今 非常に 多くな つ 

ている。 将来 益 M 多くなる だろう。 何故と いうに 大名 

取り 潰し 政策 を、 幕府が 固執して いるから だ。 徳 川が 

天下 を 取って 以来、 二百 年 近くに なって いるが 除 封 減 

禄 された 大名の 数、 三百 を もって 数える ことが 出来る _ 

石高に して 二 千万 石、 一万 石の 大名から、 二百 人の 浪 

人 は 出る。 と、 これまでに 四十 万人の、 浪人が 出て い 

る ことになる。 さて これらの 浪人に 対して、 幕府 は ど 



ういう 処置 をと つてい るか？ 『他所 ヨリ 牢人者 (浪人 

者の 事) 参リ 所有 度 由 申 候ハバ 吟味 ノ上、 御 断 申 可シ』 

—— 追っ払って しまえと 達 を 出して いる。 『近年 村々 

へ 浪人 体ノ モノ 参、 合力 ヲ乞、 ネ だり ケ間敷 儀 申 モノ 

数多 有 之 候 間、 右体ノ モノ 召 捕 候 ハバ、 直ニ訴 可』 I 

I 合力 もす るな、 捕えて 突き出せ、 こう 残酷に 命じて 

いるの だ。 こう 残酷に あつかわれて は、 浪人と いえ ど 

もた まらない。 とはいえ どうしても 生きて 行かな けれ 

ばなら ない。 そこでと うとう 対抗 上 『近来 浪人 体ノ者 

まか リ こし およびがたく 

所々 へ 大勢 罷越、 村 方 ノ手ニ 難 及、 会 難儀 候 段 相 聞 

候』 というよ うに、 多勢が 一緒に かたまって、 押し 借 



じゃァ ありま せんか。 ひどい 娘 だと 睨んで おります と 

ね、 一人の 若者が その 娘 を、 見初めて しまった じゃァ 

ありま せんか。 これ は 困った と 思い ましたよ。 と 云う 

の は 不幸な その 若者 を、 元から 私が 知ってい たからで 

す。 …… 他で もありません あなたな のです。 そうして 

娘 はお 小夜な のです」 

珠太郎 がに わかに 興奮して、 恐ろしい 勢いで 食って 

かかる の を、 我輩 は 笑いながら 黙殺して やった。 

(もうこれ 以上 云う こと はない。 これから はた だ 見せ 

るまで だ) つまり こんなよ うに 思った からだ。 

浜へ 出る と 風が 吹きつけて 来た。 わけても 強い 風で 



…… オイ II 勘 介、 女 勘 介、 他の 連中に も 云って やれ、 

まごまご みよし 屋の 寮なん かにい るな と— 」 

同じ 夜 我輩 は 館 林 様 を 連れ出し、 月夜 を 賞しながら 

さまよ 

彷徨った。 

「誰かが 先駆者に ならなければ いけない」 

館 林 様 は 我輩に 説いた。 

「貝 を 吹き 旗 差し 物 を かざし、 進む 者がなければ いけ 

ない の だ。 でなければ いつまでも 悪い 浮世 は 悪い 浮世 

のままで 居 縮んで しまう」 

「そこで あなた 様が 先駆者と なって、 事 を 起こそうと 



ご馳走 を 食い、 かってなかった 待遇 を 受け、 いい 気持 

ちに 大言壮語して 館 林 様 を 讃美して いるが、 明日に 

なって 自分の 古巣へ 帰る と、 古巣の 生活 を 後生大事に 

守り、 館 林 様が 事 を 挙げたって、 一人 だって 従いて 行 

き はしない よ」 

「俺ら にしてから がそう だろう、 神 道徳 次郎、 火柱 夜 

叉 丸、 鼠 小僧 外伝、 いなば 小僧 新 助、 女 勘 介、 紫 紐 丹 

左衛 門、 こう 六 人 揃ってい たって、 心から あのお 方に 

従いて 行こうと、 そう 思って いる 者 はない の だからな 

あ。 …… 女 勘 介、 お前 はどう だ？ お前の 方の 仕事 は 

どうな つ て いる？ I 



「ああ 俺ら の 例の 仕事 か、 俺ら あいつ は 止めて しまつ 

た。 丸 田屋が 寝返り を 打った 場合、 苦しめて やる 手段 

として、 一 人 息子の 珠太郎 を、 誘拐して 監禁して しま 

えとい う、 館 林 様の 吩.， 咐 けだった ので、 そのつ もりで 

骨 を 折つ たんだが、 こういう 仕事に は 飽き飽き してい 

る 俺 だ。 投げ出して しまったよ、 止めて しまったよ」 

館 林 様の 体が 顫え、 片手が 刀の 柄に かかった。 で、 

我輩 は 急いで 云った。 

「浜の 方へ でも 参リ ましょう、 海な ど 見よう では ござ 

いません か」 

「うん」 



すべき 也、 されば 十万 石の 家 潰れても、 公儀へ 八 万 石 

くだん 

ほど 奉りて 余の 二 万 石 を 件の 郷士の 領 とすべし。 五 

十 石 を 不足と 思い、 他所へ 立ち去る 人 は 心 次第た るべ 

かくの ごとく 

し。 ただ、 諸士の 流浪 を 不憫に 思し召して 如 此 なし 

給わば、 莫大の ご 仁政なる べし」 

こう 徂徠は 云って いる。 しかし 公儀で は 採用し な 

かった。 そこで それだけの 金 や 米 を、 大 富豪から 出さ 

せる ことによって、 浪人の 生活 を 安穏に してやろう I 

I その実 行 を 名古屋 から やろう。 と 云う のが 館 林 様の 

計画だった そうだ。 

そうと は 我輩 は 知らなかった ので、 それにお 町奉行 
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